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暴走皇子の特効薬になったら執着されました！
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皇国の皇子












「ハーノヴァー。レナータの離宮へ行くぞ。供をしろ」

　いきなり背後から声をかけられたエヴェリーナは、驚きに飛び上がった。

　ぶ厚い本が背表紙から硬い床の上に落ち、書棚が立ち並ぶ資料室に鈍い音が響きわたる。

「あわわ」

　エヴェリーナは慌てて床にかがみこみ、魔導書を拾う。

　どうやら魔導書に破損はない様子だ。

「よ……よかった」

　ほっと胸をなでおろす。

　先人の英知の結晶である魔導書は、それだけで小さな家一軒分の価値があると言っても過言ではない。

　それを破損したともなれば、恐ろしいほどの金額が請求されることだろう。決して裕福とは言えないエヴェリーナにとって、そんな金額を支払えるはずもなかった。

　彼女は魔導書を細心の注意を払いながら棚に戻すと、声の主に向き直った。

「で、返事はどうした？」

　エヴェリーナの上司、リヒャルト・ヤロシュが食えない笑顔で見おろしている。

　ヤロシュは魔導省の大臣であり、この国の魔導研究の第一人者でもある。中年に差し掛かっているが、その体躯はたくましく、あまり研究者らしい外見ではない。

　公爵家の長男でもある彼は、帝国大学を首席で卒業し、歴代最年少での魔導省の大臣に就任したという輝かしい経歴を持つ。

（ヤロシュ様が唐突なのはいつものことだけど、レナータの離宮ってどういうこと……？）

　彼の口から飛び出した唐突な離宮という言葉が引っ掛かった。

「……エヴェリーナ・ハーノヴァー。承知しました」

　レナータの離宮に住んでいるのは、このセイリオス帝国を統べる皇帝レークスの三男であるルドヴィーク皇子である。

　本来ならば王宮の一角に部屋を与えられていてもおかしくない存在であるが、病弱であるために公務には参加せず、離宮で暮らしているということくらいしか、エヴェリーナは知らなかった。

「よろしい」

　ヤロシュは彼女の返事に満足げにうなずいた。そしてあごをひと撫ですると、歩き出す。

　エヴェリーナは慌てて彼のあとを追った。

　満足げなヤロシュとは反対に、エヴェリーナには不満しかない。

　そもそもルドヴィーク皇子は病弱で、生まれてからずっとレナータの離宮で暮らしている。国民にほとんど顔が知られておらず、その私生活は謎に包まれていた。

　そんな皇子との面会に、一介の魔導士でしかないエヴェリーナが同行しなければならない理由とはいったいなんなのか。どんな無理難題を吹っ掛けられるのだろうか。嫌な予感しかない。

（ただのお供なら、私よりもっとふさわしい部下は大勢いるはず。私じゃなきゃダメな仕事っていったいなに？）

　なんの予備知識もなく離宮に向かうことが恐ろしく思えてきたエヴェリーナは、ヤロシュの背中に向かって声をかけた。

「いくつか、お伺いしても？」

「いいぞ、ハーノヴァー」

　弾むような声で答える背中を、エヴェリーナは睨みつけた。

　会話を続けながらも、ふたりは足早に歩き続ける。

「離宮で私はなにをすればよいのでしょう？」

　極力無駄な言葉を排して、ヤロシュに問いかける。

　人をからかって遊ぶのが好きなヤロシュに、回りくどく聞くだけ無駄だと、魔導省で働いてきたこの二年で、エヴェリーナは学んだ。

「なにをすれば……か。それは俺にもわからない。対面だけで済むのか、それとも……。とにかく会ってみなければなんとも言えん」

　あいまいなヤロシュの回答に、エヴェリーナは顔をしかめた。

「つまり、出たとこ勝負になるわけですね？」

「まあ、そうとも言うな」

　エヴェリーナはこぼれそうになったため息を、どうにか押し殺した。

　それでも不満は伝わったようで、ちらりとこちらを流し見るヤロシュの目は面白がるように輝いている。

「不満そうだな？」

「とんでもありません。仕事なのですから」

「ふふ。今の時点で話せることは少ないが、そうだな。ひとつ手がかりをやろう」

「手がかり……ですか？」

　素直に理由を話してくれればいいのに、やはりこの上司は意地が悪い。

「先月、魔力の検査をしただろう？」

「はい。特に問題はなかったと思いますが？」

　年に一回程度行われる魔力検査では、いつもと同じように魔力の量と濃度を計測したくらいで、特に変わったことはなかったはずだ。

（ん？　待って。そういえばいつもと違う検査が……）

　通常であれば、魔力測定機に一定時間魔力を流し、溜まった魔力の量と、その濃度を計測する。だが、前回の検査ではそれに加え、試験管のようなものが五つほど並んだ測定器もあり、それらに魔力を流したことを思い出す。

「いくつか見慣れない測定器があったようですが、あれはなにを測っていたのですか？」

「ハーノヴァー、魔力の属性については詳しいか？」

「それなりには。……ということは、あの新型計測器は魔力属性を測っていたと？」

　魔力には火、水、風、土の四属性があり、一般的には火と水、風と土がそれぞれ相殺し合う属性を持っている。






「そういうことだ。ちなみに俺の属性は若干の風が多めの四属性だそうだ」

　自慢げなヤロシュの表情を無視して、エヴェリーナは質問する。

「それで、魔力属性と今回の件にどのような関わりが？」

「そう結論を急くな。これ以上の話は、馬車に乗ってからにする」

　ちょうど魔導省の玄関に差し掛かっていた。

　ヤロシュ公爵家の紋章がついた馬車が停まっており、馬丁ばていが恭しく馬車の扉を開けて、待っている。

　ヤロシュが馬車に乗り込むと、エヴェリーナも馬丁の手を借りて後に続いた。

　馬車はすぐに動き出した。

　流石は公爵家の所有だと思わせる豪華な内装もさることながら、使われている魔導具によって驚くほど揺れが少ない。

　魔導省の敷地を抜け、馬車はゆっくりと大通りを進んだ。

　レナータの離宮は魔導省のある帝都の中心部からは馬車で小一時間ほどの場所にある。

「さて、離宮の主である皇子レーギスにも先日魔力属性を計測していただいた。かなり火が強く、水の少ない四属性だ。で、皇族なので当然魔力が多い」

「はい」

　エヴェリーナはヤロシュの言葉にうなずく。

　この国――セイリオスでは、魔導がなければ人が生きていくことができないほど冬の寒さが厳しい。植物を育てるにも、寒さを和らげるにも魔導が必要となる。故に魔導士は自然と人々をつなぐ者として、尊敬をもって遇ぐうされる。

　そしてセイリオスの頂点に君臨する皇帝は、国で最も魔力が多いが故にその地位にある。その皇帝の血を引くルドヴィーク皇子の魔力が多いのは、自明の理でしかない。

「加えて魔力濃度がかなり濃い。俺の数倍はあるかもしれん」

「それでは、魔力制御はかなり大変でしょうね……」

　言いかけたエヴェリーナは、はっと息を呑んだ。ヤロシュの言う症状に心当たりがあった。

「もしかして、皇子のご病気というのは……」

「魔力過多症だ」

「やっぱり……」

　エヴェリーナは皇子が病弱とされ、引きこもっている理由に得心がいった。

　魔力過多症とは、多すぎる魔力または濃すぎる魔力を制御しきれず、暴走させてしまう状態を指す。暴走させないためには、魔力制御を訓練するしかないのだが、それほど多いとなれば制御訓練もままならないのではないだろうか。

　魔力の多すぎる皇子が魔導を使うには、恐ろしく精密な魔力制御が必要となる。

　それはまるでぐらぐらと煮え立ったたっぷりのお湯を、繊細な薄いガラスの器にそっと一滴ずつ垂らすような、精密な制御だ。

　幼い頃にエヴェリーナ自身も魔力制御で苦労した覚えがあり、皇子には同情を禁じえない。

「で……、それと私にどんな関係があるのでしょうか？」

　エヴェリーナは嫌な予感に、鼓動が速まるのを感じていた。

「ハーノヴァーの属性の検査結果だが、水が多く、火が少なかったが、四属性だ」

「つまり、皇子とは反対ですね？」

　嫌な予感はどんどん大きくなる。

「ああ。省内の二級以上の魔導士すべてに検査を受けさせたが、四属性を持ち、かつ皇子の魔力と相性のいい者はいなかった。……おまえを除いては、な」

「皇子と私の魔力属性の相性がよいであろうことは理解しましたが、それとなんの関係が？」

　ヤロシュはにやりと笑った。

「察しの悪いふりで誤魔化しても無駄だぞ」

　エヴェリーナは、ヤロシュから声をかけられた時点でこの仕事からは逃げられなかったのだと、ようやく理解した。

（つまりは、相性のいい魔力で皇子の魔力を抑え込みつつ、魔力制御のお手伝いをしろってところ……？）

　彼女の魔力は魔導省の中でもかなり多い部類に入る。もちろん皇族とは比べるべくもないが、魔導の知識と魔力制御に関しては、日常的に魔導を使う魔導士に一日の長がある。

　そして幼い頃からかなりの魔力を持っていたエヴェリーナは、魔力制御にはかなり苦労をしてきた。

　皇族の魔力制御の指導や補助に、エヴェリーナは適役だった。

「……それで、なにをすればよいのです？」

「ま、表向きには魔力制御の指導……だな。皇子の魔力属性と、おまえの属性が上手くかみ合えば、皇子の苦しみを和らげる一助になると俺は考えている。どちらにせよ、様子をみながらということになる。効果がなければ別の方法を考えるまでだ」

　魔導研究の第一人者であるヤロシュが言うことだ。ある程度見通しが立った上での行動だろう。どのみち、エヴェリーナには反論できるほどの材料もない。

「承知しました」

　不満げな表情を取り繕うことなく、それでも承知の言葉を告げたエヴェリーナに、ヤロシュが噴き出す。

「そんなに不満そうな顔をするな。もちろん、上手くいけば特別手当をやろう」

　手当という言葉に、エヴェリーナの気分は一気に上がった。

（やった！　これで今月の支払いが楽になる！）

「本当ですか！　喜んで働かせていただきます」

「まったく、現金な奴だ」

　ヤロシュは苦笑している。

　エヴェリーナはこれから謁見する皇子のことよりも、お金の算段で頭がいっぱいになっていた。魔導省から支給される給与は決して安くはない。むしろ、国の中では高い方だ。

　そんな高給取りであるはずのエヴェリーナがこれほどお金に苦労する理由は、父が作った借金にあった。といっても母の治療費のための借金であるので、頑張って返すしかない。

　残念ながら母は治療の甲斐なく亡くなってしまったけれど。

　そのうえ、古い自宅は大きいばかりで、毎月のようにどこかが壊れる。修繕する費用も馬鹿にならない。いっそ土地と家を売り払って、もっと小さな家を借りればと、父に提案してみたが、それだけは頑として受け付けてくれず、借金がなかなか減らない日々を過ごしている。

「さて、そろそろ離宮が見えてくるはずだ」

　エヴェリーナは馬車の外に目を向けた。

　ぎっしりと建物ひしめき合う帝都の街並みとは違い、周囲には草原が広がっている。

　北側には大きな湖が広がり、その手前にある小高い丘の上に離宮は建っている。離宮の壁はほんのりと黄味がかった白色で、周囲の緑色との対比が美しい。

「あれが、レナータの離宮……」

「そうだ。奥の湖がレナータ湖だ」

　三代前の皇帝が寵姫レナータのために建てたために、レナータの離宮と呼ばれている。

　やがて馬車はゆっくりと離宮の門をくぐる。

　エヴェリーナは、ふと大事なことを失念していたことに気づいた。

「今から、皇子にお目にかかるんですよね？」

「そうだが？」

「私、この服で失礼にならないでしょうか？」

「今更、そんな心配か？」

　彼女の心配を鼻で笑ったヤロシュは、家柄に相応しい豪奢なローブを身に纏っている。一方のエヴェリーナが着ているのは、一級魔導士に与えられる瑠璃色のローブである。魔導士としての正装であり、失礼にはあたらないが、特級魔導士であるヤロシュに比べればかなり簡素な装いで、どうしても見劣りする。

　とはいえ、懐具合が思わしくないエヴェリーナには、どのみちこれ以上の服を用意できるはずもないのだが。

「いえ、時間があれば先輩にドレスをお借りすればよかったと……」

　エヴェリーナは優しいが癖のある先輩の顔を思い浮かべた。きっと彼女ならば、皇子との謁見に相応しいドレスをいくつも持っているはずだ。

「やめとけ。自分に似合ったものが一番だ。付け焼刃で着飾っても見苦しいだけだ。それに、もうすぐ着く」

「あああ……」

　絶望の声を上げるエヴェリーナをよそに、無情にも馬車は離宮の車寄せに止まった。

　さっさと馬車から降りてしまったヤロシュに、慌てて続く。

（すべては、特別手当のため。面倒な仕事ほど稼げるんだから……）

　そこには侍従が待っていた。

「ヤロシュ様。お待ちしておりました」

　白髪交じりの髪をうしろに撫でつけた侍従が、恭しく頭を下げた。

　ヤロシュは軽くうなずいてそれに応える。

「これは、エヴェリーナ・ハーノヴァー一級魔導士だ。今回の協力者となる」

「承知いたしました。エリアス・リーバルと申します。なんなりとお申し付けください」

　リーバルがエヴェリーナに向かって頭を下げる。

　その優雅な仕草は、侍従の中でもかなり高い地位にいることを思わせた。

「よろしくお願いします」

　貴族の中でもかなりの下っ端貴族の娘でしかないエヴェリーナには、社交経験がほとんどない。だが、マナー教育だけは受けていたので、その記憶を引っ張り出してどうにか挨拶を返す。

「すぐに皇子にお会いしたいが、可能か？」

　ヤロシュがリーバルに声をかける。

「もちろんでございます。どうぞこちらへ」

　リーバルは急ぎながらも優雅な姿勢を崩さず、離宮のなかをどんどんと進む。

　エヴェリーナは黙って彼らのあとに続いて足早に進む。

　ホールや廊下にほとんど人の気配は感じられない。

（なんだか、寂しい感じ……）

　奥に進むにつれ、強い魔力の波動を感じる。

　おそらく皇子の魔力だ。

　リーバルが重厚な扉の前でようやく足を止めた。

　扉の向こうから感じる魔力は、かなり不安定で、今にも溢れそうな危うさを孕んでいた。

（これは……まずいかもしれない）

　隣でヤロシュが舌打ちした。

「ハーノヴァー、防御を展開しろ」

　ヤロシュは告げると同時に、防御用の魔導を展開する。

「はい」

　エヴェリーナもすぐさま防御用の魔導を展開した。

『風・盾』

　魔導式を脳裏に描き、魔力を注ぎ込めば魔導は発動する。彼女を中心として不可視の風でできた盾が生まれた。

　一歩前に進み出て、リーバルとヤロシュをカバーするような大きさまで盾を拡張する。

「ヤロシュ様、どうぞ」

「扉を開けろ」

「承知しました」

　リーバルが扉を開けた。
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　薄暗い部屋の中央には、大きな天蓋付きのベッドが据えられていた。だが、天蓋から吊るされた覆いは、ずたずたに引き裂かれ、破片が床に散らばっている。

　部屋の主が魔力暴走を起こしているのは明らかだった。

「皇子！」

　血相を変えたリーバルがベッドに駆け寄ろうとする。

「だめ、待って！」

　エヴェリーナは慌ててリーバルを制止した。

　不用意に近づけば、魔力が暴発しかねない。そうなれば、待っているのは大惨事だ。

「エリアス、来る……な」

　ベッドの中からも制止の声が飛んだ。

　大きなベッドの中央にうずくまる人影は、自らの腕をきつく抱きしめるようにして苦痛に耐えていた。

　青みがかった白銀色の髪は乱れ、少しやつれてはいるが、その白皙はくせきの美貌は遠目にも明らかだった。

　青白い陽炎のような炎が身体を覆い、魔力が漏れ出ている。その漏れ出た魔力が実体化し、シーツをくすぶらせていた。

　限界が近いことを見て取ったエヴェリーナは、自らのすべきことを悟った。

「ヤロシュ様、盾の維持をお願いできますか？」

「なんとかできるか？」

「無理でも、やるしかないでしょう！」

「わかった。こちらはどうにかする。やれ！」

「はいっ！　皇子、私の声が聞こえますか？」

　エヴェリーナは迂闊に刺激しないように距離を置きつつ、ベッドの中の人影に向かって声をかけた。

「……ああ」

　低くかすれた声が返る。

「そのままゆっくりと、深く呼吸をしてください。それから、私が魔導で皇子の魔力を抑え込みます」

「わか……った」

　返事を確認したエヴェリーナは、ゆっくりとベッドに近づいた。

　一旦盾の魔導を解除し、深く息を吸い込んで心を落ち着けると、次の魔導式を脳裏に描く。

『水・縛・茨』

　目標を捕らえやすくするため、両腕を前に突き出す。

　その瞬間、エヴェリーナの腕の先から水でできた蔦つたが生まれた。蔦はしゅるりと皇子に絡みつき、その魔力を中和していく。

「くっ……」

　皇子の表情がわずかに歪む。細められた目と、うすく寄せられた眉間のしわだけが、わずかに苦痛を示していた。

（さっすが皇族。こんなときでも表情を読ませないように自制しているなんて……）

　エヴェリーナは内心で皇子に賞賛を贈りつつも、流し込む魔力を増やす。

「できるだけ抵抗せず、受け入れてください」

「無茶を……言……う」

　エヴェリーナの額には玉のような汗が浮かび始めていた。

「無茶でもやってください。……いい感じです。このまま、もう少し近づきますよ？」

「許……す」

　魔導によって皇子から漏れる魔力は先ほどよりも格段に減っていた。

（もう少し……っ）

　エヴェリーナは更に魔力を注ぎ込みつつ、皇子に近づく。

「っ……ぐ」

　皇子の身体はびくりと一瞬強張ったが、彼女の注意を思い出したのか、すぐに力が抜ける。

　ほんの数瞬ののち、皇子の身体を包み込んでいた青白い炎が霧散する。

　皇子から放たれていた魔力の波動が落ち着いたのを確認して、エヴェリーナは魔導を解除した。

　水の蔦は空中に溶け込むように光となって拡散した。

　背後でヤロシュが風の盾を解除する気配がした。とりあえずは一安心という所だろう。

「皇子、近づきますよ？」

　エヴェリーナは更にベッドに近づき、力なく横たわる人影の横に立った。

　魔力はかなり落ち着いていて、もう暴発の心配はないと思われた。

「皇子、ご無事ですか？」

　うっすらと皇子の瞼が開き彼女の姿を捕らえる。

　アイスブルーの瞳に、エヴェリーナの姿が映った。

（ああ、なんて綺麗な青色……。あれは長い冬のあとにようやく訪れる春の空の色。皆が焦がれずにはいられない空の色……）

　エヴェリーナは陶然と彼の瞳に見入った。

「皇子……！」

　駆け寄るリーバルに、エヴェリーナははっと己を取り戻し、一歩下がって場所を空ける。

「大事ない。エリアス」

　皇子はリーバルの手を借りて、ゆっくりと床に足を下ろした。

「まだ、無理はされない方が……」

「よい」

　皇子は手を伸ばし、リーバルを制した。わずかにふらつきながらも、ひとりで立ち上がる。

　先ほどまでの苦痛を綺麗に覆い隠して、いっそ無表情ともいえる顔でエヴェリーナを見下ろした。

「リヒャルト、そなたの部下か。助かった」

「皇子のお役に立てるのであれば、無上の喜びです」

　いつもは不遜な態度が目立つヤロシュも、流石に皇子の前では敬意をもって振る舞っている。

「これは、私の部下の中でもとびきり有能な者です。ハーノヴァー、挨拶を」

　ヤロシュに促され、エヴェリーナは一歩前に進み出た。

　どうにか挨拶の仕方を記憶の底から引っ張り出し、左足を後ろに引いて、背筋を伸ばしたまま腰を深く落とし、挨拶をする。

「お目にかかり光栄です。一級魔導士、エヴェリーナ・ハーノヴァーと申します」

「ルドヴィーク・イザーク・スヴェトリークだ。世話になった」

　皇子の顔色は明らかに悪く、今にも倒れそうだ。

　魔力暴走を起こすと、かなりの体力を消耗する。しばらくは立っているのも辛いことを、エヴェリーナはよく知っていた。

「いえ、とんでもありません。それよりも、お疲れなのではありませんか？　我らに構わず、お休みください」

「……そうだな」

　表情には出さないが、やはり身体がつらかったのだろう。

　皇子はエヴェリーナの提案に軽くうなずいた。

　ベッドに足を向けて一歩踏み出した瞬間、ぐらりとその長身が傾いだ。

「皇子！」

　リーバルとヤロシュの悲鳴が重なる。

　エヴェリーナは思わず皇子の身体に手を伸ばし、とっさに彼を支えた。だが、体格の劣る彼女では支えきれない。

　皇子の身体に触れた瞬間、不思議な衝撃がエヴェリーナの身体を貫いた。皇子のものと思しき魔力が、引き寄せられるように流れ込んでくる。そして彼女の魔力が勝手に皇子の方へと流れていく。

「あ……」

　エヴェリーナは、じわりと身体の芯が熱くなるような不思議な感覚に囚われていた。

　ばくばくと心臓がうるさいほど音を立てている。

（いったいなんなの、これは……!?）

　ふと気づくと、ヤロシュとリーバルが皇子の身体を支え、苦労しながらもどうにかベッドへと移し終えていた。

　ベッドに身体を預け、ぐったりと横たわった皇子はそれでも感謝の言葉を告げた。

「本当に助かった。リヒャルト」

「いえ。エリアス、皇子に水を」

「すぐにお持ちします」

　リーバルが慌てて踵を返し、部屋を出ていく。

「ハーノヴァー嬢……と言ったか。そなたにも助けられた。礼を言う」

　呆然と立ち尽くしていたエヴェリーナははっと我に返った。

「いいえ。大したことは、なにも」

　そう答えながらも、エヴェリーナの意識は先ほどの不思議な魔力の交感に奪われていた。これまでに感じたことのない魔力の流れに、彼女の研究者としての好奇心がうずく。

「先ほどよりも、少し顔色がよくなられたようですな」

　ヤロシュの言う通り、皇子の顔にはわずかに赤みがさしていた。

「少し楽になったような気はするが……」

「やはり接触の方が、効果があるか」

　ヤロシュは顎を撫でている。

「ヤロシュ様。先ほど皇子のお体に触れた瞬間、私の魔力が勝手に流れました」

「なるほど。皇子はいかがです？」

　ヤロシュはすっかり研究者の顔になっていた。

「確かにハーノヴァー嬢の魔力は感じたように思うが、私は魔力の感知があまりうまくないのだ。よくわからぬ……」

「皇子、試してみてもよろしいか？」

　ヤロシュの提案に、皇子は鷹揚にうなずいた。

「それで身体が楽になるのであれば、構わぬ。それに、その方らがここに来た理由は、それであろう？」

「それでは、お言葉に甘えましょう」

　ヤロシュがエヴェリーナに向き直る。

「ハーノヴァー、魔力の流れを意識しながら皇子に近づけ」

「はい」

　エヴェリーナは指示通り、ゆっくりとベッドに近づいた。

　自分の魔力が磁石のように皇子に引き寄せられている。それは近づくにつれ強くなっている。

「失礼します」

　ベッドの上に腰を下ろし、手を伸ばす。緊張に胸が高鳴る。

「お手に触れてもよいですか？」

「許す」

　エヴェリーナは皇子の手の甲にそっと触れた。

　先ほどと同じような衝撃が一瞬身体を走る。けれど、その衝撃は一瞬だった。すぐにエヴェリーナの魔力が皇子に向かって流れだす。

　そして同時に皇子からも魔力が流れ込んでくる。それは穏やかな流れで、まるで全身が湯に浸っているように温かい。

　ふたりの魔力が混じりあい、調和しながら循環する。

「ああ……、これがそうなのか」

　皇子にもはっきりと魔力の流れが感じられたようだ。

　先ほどからわずかに寄せられていた眉間のしわがなくなっている。表情からはわかりにくいが、安らいでいるように見える。

「そなたの魔力は温かいな。もう少し触れてもよいか？」

「はい」

　今度は皇子がエヴェリーナの手をぎゅっと握った。大きな手が彼女の小さな手を握りこむ。

　あまりにも近い異性の体温に、動悸の鎮まる暇がない。

　こうして皇子の姿を間近にすると、少しやつれてはいてもやはり彼が飛びぬけて麗しいことを意識してしまう。

「ハーノヴァー、どうだ？」

　皇子に見とれていたエヴェリーナは、ヤロシュの声に慌てて魔力の流れに集中する。

「どうやら触れる面積が大きいほど、魔力の流れる量が増えるようです」

「やはりそうなるか……」

　ヤロシュの想定通りらしい。

「しばらくそのままでいることは可能か？」

「可能ですが……、不敬ではありませんか？」

「確かに、初対面の男女が同じベッドにいるというのは外聞が悪いか……」

　ヤロシュは顎を撫でつつ、悩ましげに首を傾げた。

「皇子、お水をお持ちしました」

　水差しとグラスを乗せたトレイを手に、リーバルが戻ってきた。

　リーバルは優雅な仕草で水差しからグラスに水を注ぎ、それを皇子に差し出した。

「ああ」

　皇子が受け取りやすいようにと、エヴェリーナは皇子に握られている手を引いたが、離れない。

（ん……？）

　彼女の戸惑いをものともせず、皇子はゆっくり身を起こすと、反対の手でグラスを受け取った。グラスをあおり、ごくごくと音を立てて水を飲み干す。

　エヴェリーナはただそれを見ていることしかできない。

　グラスをリーバルに返した皇子と目が合った。

「ハーノヴァー嬢……いや、エヴェリーナだったか」

「は、はいっ」

　美しいが何を考えているのかわからないアイスブルーの瞳に見つめられ、エヴェリーナはびくりと身体を震わせた。

「意に染まぬことかもしれぬが、もうしばらくこうしていてもよいか？　そなたに触れていると、これまでになく身体が楽なのだ」

　彼に見つめられると、なぜだか恥ずかしさがこみ上げてくる。

　エヴェリーナは頬をほんのりと赤く染めつつ、目を伏せた。

「……もちろん構いません」

　承諾したものの、いつまでこのままでいればいいのかわからない。

　エヴェリーナは救いの手を求め、ヤロシュに視線を送った。

　ヤロシュは仕方がないとでも言いたげにふうと大きく息を吐き、ベッドに近づいた。

「ハーノヴァー、皇子がお休みになるまではそのままでいい。俺の目から見ても、そのほうが魔力の安定が早い。俺は先に省に戻ることにする。ハーノヴァーはそうだな……一時間ほどそのままだ。あとで報告書を出すように」

「承知しました」

（あああ、行かないで……。私一人で皇子のお相手をするなんて、無理っ。ああ、でも特別手当が……）

　リーバルも見送りのため、ヤロシュと共に退出してしまう。

（あああ、リーバル様まで……！　どうやってあと一時間も過ごせば？）

　わずかな味方も去ってしまい、孤立感を味わっていると皇子が口を開いた。

「エヴェリーナ、なにか話してくれぬか？」

「そう言われましても、なにをお話しすればよいのか……」

「そなたは普段はなにをしているのだ？」

　皇族と共通の話題など思いつくはずもなく、エヴェリーナは皇子がくれた会話の糸口に飛びついた。

「魔導省の管理部で働いております」

　魔導士とは魔導使いの中でも、国がその能力を保証する一種の資格である。セイリオスの厳しい冬をやわらげ、大地に豊かな恵みをもたらすために必要な魔導を行使する魔導士は、人気のある職業の一つだった。

　けれど、魔力さえあれば誰もが魔導士になれるわけではない。魔力は血で受け継がれることが多く、魔導士となるのは大抵貴族だった。

　その中でも厳しい鍛錬と、難関試験を突破したものだけが魔導士と呼ばれる。そんな魔導士の管理を行っているのが魔導省だった。

　エヴェリーナは普段の業務内容を大まかに説明する。

「……という感じの業務内容です」

　説明を黙って聞いていた皇子は興味深そうにうなずいた。

「なるほど。治療の専門家とまでは言えぬそなたが魔力制御の指導者として選ばれたのは、なぜだろうか？」

　皇子の疑問はもっともなものだった。

　魔力の属性や性質については、魔導省の研究部が担当している。魔力過多症の治療となれば、医療分野が専門となる魔導士が担当してもおかしくはない。

「そうですね……。先日の魔力検査で、皇子との魔力の相性が最もよかったのが私であったとヤロシュより聞いております。それに、私は幼い頃、皇子と同じく魔力過多症を患っていました。そういったことを鑑みての人選かと」

　本来であればエヴェリーナのような下級貴族が皇族の魔力制御の指導者となるのは、ありえない。似たような境遇を経験していることと、一級魔導士であるからこその人選であろう。

「そうか。ならば、私はそなたと出会えたことを幸運に思う」

　皇子の顔に浮かんだほのかな笑みに、エヴェリーナの胸はなぜかぎゅっと苦しくなった。

「……ありがとうございます。こちらこそ、光栄です」

　自分でもわけのわからない反応にうろたえながらも、どうにか言葉を返す。

「それよりも、調子はいかがでしょう？　魔力はだいぶ落ち着いたように見受けられますが」

「ああ、確かに朝よりは落ち着いた。だが、身体の奥のほうになにかがくすぶっているような感覚が消えない」

　同じ経験のあるエヴェリーナには、その辛さがよく分かった。

「なるほど。私にもその感覚は覚えがあります。よろしければ、私が魔力制御のために実践している方法をお教えしましょうか？」

「そうだな。頼む」

　皇子はゆっくりとうなずいた。

　エヴェリーナは若干汗ばんできた自分の手のひらが気になりながらも、離すわけにもいかず、手をつないだまま皇子に向き直る。

「まずは深く、ゆっくりと鼻から息を吸います」

　エヴェリーナは時間をかけて鼻から吸って口から吐く呼吸法をルドヴィークに教える。

「わかった。やってみよう」

　皇子は目をつぶると、さっそくゆっくりと息を吸った。

「にい、さん、し。はい、息を止めて。さん、し。今度はゆっくりと吐きます、ごお、ろく、しち、はち。さあ、もう一度です」

　エヴェリーナの指示に従って皇子は呼吸を繰り返した。

「いかがでしょう？」

「ふむ。なかなか有用であるようだ。魔力を落ち着かせるために呼吸を整えるというのは初めて聞いた」

「私が魔力制御の訓練の一つとして教わった方法なのです」

「そうか」

　しばらく呼吸法を繰り返しているうちに、ふと握っていた皇子の手から力が抜けた。

　どうやら皇子は眠ってしまったようだった。

（あ……、まつげ長い）

　髪の毛と同じ白銀色の長いまつげが、すこしこけた頬に影を落としている。やつれてはいても女性の心を騒がせるに十分な容貌から、エヴェリーナは目が離せない。

「ハーノヴァー様」

　ふいに声をかけられて、エヴェリーナは飛び上がる。

　いつの間にか、リーバルが後ろに控えていた。

「皇子は、お休みになられたようです。よろしければ別のお部屋へご案内いたします」

　リーバルは皇子を起こさぬよう、小さな声で告げる。

「いえ、お休みでしたら、これでお暇いたします」

「そうですか。では、こちらへ」

　エヴェリーナはリーバルに案内され、玄関へと移動した。

「本日はありがとうございました。あれほど安らいだご様子の皇子を拝見するのは久しぶりでございます」

　リーバルがエヴェリーナに向かって深々と頭を下げる。

「そうですか……」

　エヴェリーナの報告次第だが、おそらく彼女が魔力過多症の治療を手伝うことになるだろう。彼女よりもはるかに多い魔力量を持つ皇子に、どれほどの効果があるかはわからないが、あれほど危険な状態を放置できないのは間違いない。

「微力ながら、全力を尽くします」

「よろしくお願いいたします」

　エヴェリーナとリーバルは互いに頭を下げあった。

　用意されていた馬車で魔導省に戻ったエヴェリーナは、さっそくヤロシュに報告するため、執務室に足を向けた。

「それで、どうだった？」

「私が帰るころには、かなりお安らぎのようでした。眠ってしまわれたので、そのままお暇させていただきましたが」

「そうか……。うまく、やれそうか？」

　ヤロシュの緑の目は、優しく細められ、エヴェリーナを見つめていた。

「……っ」

　ヤロシュの珍しい気遣に、エヴェリーナは戸惑った。

　雲の上の権力者である皇子の治療の手伝いは、成功すればいいが、失敗すれば破滅が待っているだろう。

　エヴェリーナには荷が重い。それでも、ヤロシュが彼女であれば可能だと判断したのだ。その期待に応えたい。

　ひとりの人間として、そして、同じ苦しみを知るものとして、皇子を放置することなどできない。少しでも助けになるのであればとも思う。

「……やります」

　エヴェリーナは胸を張って答える。

「あと、特別手当、期待してますから！」

　にこりと笑ってみせると、ヤロシュもにやりと笑った。

「任せておけ」

　こうして、エヴェリーナは第三皇子の魔力制御の師となった。
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　エヴェリーナは今日もまた、離宮を訪れていた。

　初めて皇子と対面してから、エヴェリーナは二日に一度ほどの間隔でレナータの離宮を訪れている。ずっとベッドの住人であった皇子も、最近は短い時間ならばベッドから起き上がって庭に出られるまでに症状はよくなっている。

　その間、エヴェリーナはずっと皇子に魔力制御の指導を行った。魔力を流し、多少強引にでも循環させることで、凝り固まった魔力の回路をどうにか動かしている。

　相も変わらず離宮には、侍従のリーバル以外に使用人の姿は見えない。第三皇子の住まいとは思えないほど、人の気配がしなかった。

　いつ魔力暴走に巻き込まれるのかわからない職場に、勤めたいと思う者は稀なのだろう。そして、皇子の魔力に耐えられるような者もそうはいない。

　エヴェリーナは自身を案内するリーバルの背中を見つめた。

　彼は皇子の身の回りの世話を一手に担っている。いくら侍従という使用人の中では高い身分にあるとはいえ、その献身には頭が下がる。

　長い廊下を歩きつつ、そんなことを考えていると、あっという間に目的地に着く。

　魔力暴走で傷んだ居室の修繕がようやく終わり、これまで案内されていた寝室ではなく、居室へと案内される。

「皇子、ハーノヴァー様をご案内いたしました」

「入れ」

「お加減はいかがですか。皇子」

「かなりいい。今日は天気もよいので、ここがよいだろうと案内させた」

　陽が燦燦さんさんと降り注ぐ窓際に設えられた大きな長椅子に、斜めに向かい合って腰を下ろす。

　皇子の顔色はずいぶんと良くなっていた。

「エヴェリーナ、そなたと私が知り合ってから何度も顔を合わせた。そろそろ、他人行儀な尊称ではなく、名前で呼んで欲しいのだが……」

「それは……」

（不敬の極みでは？）

　エヴェリーナは思わずこぼれそうになった言葉をどうにか飲み込んだ。

　一般的に姓ではなく名前で相手を呼ぶのは、かなり親しい間柄に限られる。ましてや高貴な皇子を名前で呼ぶのは、畏れ多すぎる。

「エヴェリーナ、ルドヴィークと」

　皇子に強く請われれば、一介の魔導士でしかない彼女に選択権はない。

「……それでは、ル、ルドヴィーク様と」

「うむ」

　ルドヴィークは破顔した。

　無表情が常だと思っていたルドヴィークの表情に驚く。

　その衝撃から立ち直る前に問いかけられる。

「それで、今日はなにをする？」

「呼吸法は毎日練習されていますか？」

「ああ、あれはよいな。とても落ち着くし、身体が楽になる」

　彼がそう答えた時には、いつもの無表情に戻っていることをエヴェリーナは少し残念に思った。

「それはよいことですね。これまでは、体力の回復を優先して魔力の循環は最小限にとどめていましたが、今日から徐々に流す魔力を増やしていきます。そうすれば、魔力回路の滞りも少なくなっていくでしょう」

「魔力回路とはなにか？」

　ルドヴィークはわずかに眉を上げ、エヴェリーナを見つめた。

　彼にとっては馴染みの薄い言葉だったらしい。

「はい。魔力は魔臓まぞうと呼ばれる臓器で生成されることはルドヴィーク様もご存じですね」

「ああ。魔導の基礎的な知識として学んだ」

　魔力の多い皇族であれば、魔導についても当然教育を受けている。ある程度知識があるのであれば、説明が早い。

「はい。これまでは魔導は魔臓から直接魔力を介して発動させられるものだと思われてきましたが、最近の研究で、新たに魔力回路という器官が見つかっています。そして魔導はこの魔力回路を通じて発動しているのではないかという説が有力になっています。魔臓で生まれた魔力を、魔力回路を介して変換し、魔導という形で発動させているのではないかと」

　魔力回路については、エヴェリーナの上司であるヤロシュがずっと取り組んできた研究課題であったこともあり、それなりに知っている。

「それが私の病気と、どんな関係があるのだ？」

「これまで幾人かの魔力過多症の患者について調査したところ、多くの場合魔力回路がなんらかの理由により詰まり、流れが滞っている症状が見られました。そのことから魔力過多症と呼ばれてきた病気は、魔力が多すぎることよりも魔力回路の不調により魔力を変換できないことが原因なのではないか、と仮説を立てています」

「確かに……、それならば納得はできる」

「もちろん、ルドヴィーク様のように元々の魔力量が多い方は、それだけが原因とは断言できませんが、その可能性は高いと思っています」

「なるほど。となれば、魔力回路が正しい状態になれば暴走はなくなるということか。……だが一体どうやって？」

　途方に暮れたような子供の様な表情に、エヴェリーナの胸は苦しくなった。

「そのために私がここに居るのです」

　エヴェリーナはルドヴィークを勇気づけるように、微笑みかけた。

「滞っているだけで、そこには道があるのです。私の魔力を少しずつ流して、魔力を流す感覚に慣れていただきます。そのためにも、魔力を感知できるようにならなければ」

　魔力の感知の仕方は人それぞれだ。魔力が光として目に見える者もいれば、匂いとして感じる者もいる。五感のいずれか、または複数の感覚で認識できれば魔力制御は格段に容易くなる。

「そうか……。望みはあるか……」

「はい、もちろんです」

　エヴェリーナは力強くうなずく。

　不意にルドヴィークがわずかに眉を寄せた。

「だが、私は魔力感知が苦手なのだ……」

　いたずらを見つかった子供のような告白に、エヴェリーナは思わず口元が緩んだ。

　やはりルドヴィークの魔力制御の問題には、魔力感知が上手くいっていないことが大きく関係しているのだろう。

「皇子……、失礼しましたルドヴィーク様」

　じとりとしたルドヴィークの視線に気づき、エヴェリーナはすぐさま訂正する。

「大きすぎる魔力を持つ方は、えてして他者の魔力を感じることが苦手なことが多いのです。自分の魔力が大きすぎて、他者の小さな魔力を感じ取りにくいからだと。ただ、感じ方は個人差が大きいので、どうすることが正解だとは、はっきりと申し上げることができず、申し訳ございません」

「ふうむ、難しいな。だがなにか方法はあるのであろう？」

「はい。魔力の大きな者は、同じような大きさかそれ以上の魔力を持つ者であれば、感知しやすいのです」

「なるほど」

　ルドヴィークは無表情にうなずく。

「ですので、私が皇子……、いえルドヴィーク様に魔力を流します。これまでは自然に流れる魔力だけで循環させてきましたが、今日は私が少し力を加えて余分に流します。それを感じ取る訓練だと思っていただければ……」

　エヴェリーナが準備を促すよりも先に、ルドヴィークは当たり前のように手を差し出していた。

「どうした、魔力を流すのだろう？」

　エヴェリーナは彼に大きな勘違いをさせてしまっていることに気付く。

「あの、ルドヴィーク様……。大変申し上げにくいのですが、本来、魔力を流すのに手を触れあわせる必要はないのです。熟練した者であれば触れずとも魔力を流すことができます。そうでなければ、魔導は使えませんから」

「私は魔導に関してはあまり詳しくないが、エヴェリーナが触れていると、魔力を感じることができるような気がする。足りない魔力が勝手に補われ、吸い寄せられるような……」

「それは私も感じておりました。自分の意思ではなく勝手に魔力が流れるというのは初めてのことで、少々戸惑っております。なにが原因なのかは、これから研究が進めばわかるかもしれませんが、いまはルドヴィーク様の症状が改善することが一番です。ですから、確実な手段として、お手に触れさせていただきます」

　これまで緊急措置として何度も触れてはいるので今更ではあるが、許可を取る。

「もちろんだ」

　エヴェリーナはルドヴィークの差し出した手をとった。その瞬間、いつものように不思議な痺れが全身を走る。

「……っ」

　つま先から頭の天辺まで、びりびりと衝撃が駆け抜ける。自分の意図しない魔力を吸われるような感覚に、背中を得体のしれない痺れが這い上がる。エヴェリーナは耐えられず、びくりと身体を大きく震わせた。

　緊張を滲ませる彼女とは対照的に、ルドヴィークは心地よさそうに目を細める。

「……では、魔力を流します」

　エヴェリーナはゆっくりと、ほんの少しだけルドヴィークに向けて魔力を流した。彼の身体にあるはずの魔力回路を探る。

（……あった。すごくわかりにくいけど、なんとか流れてる）

　それはとても細くて、細々と魔力を循環させるほどしか機能していなかった。

　エヴェリーナはそっと回路に魔力を乗せた。まずは負担にならないように、ほんの少し、薄めた魔力を流す。

　彼の手がびくりと一瞬震えたが、エヴェリーナは構わず魔力を流していく。彼女の流した魔力が細く狭い魔力回路をのろのろと進み、ルドヴィークの心臓のあたりへと到達する。

「ん……」

　ルドヴィークはなにかを堪えるように目を閉じた。長いまつ毛が白皙に影を落とす。

　初めて会ったときよりも、すこしふっくらとしてきた頬に、エヴェリーナはわずかに安堵を覚えた。この調子で行けば、時間はかかるかもしれないが、魔力過多症を克服できるだろう。

「もう少し、増やしますよ」

　循環させる魔力の濃度を少しだけ上げる。

「……っ」

　わずかな呻き声に、エヴェリーナが顔を上げると、ルドヴィークの顔に赤みがさしていた。

「ルドヴィーク様、ご不快でしたら遠慮なくおっしゃってください」

「……いや、不快ではない」

　目を開けて、彼女を見つめるアイスブルーの瞳は、熱に浮かされたように潤んでいる。

（もしかして、熱がある？）

「皇子、失礼します！」

　エヴェリーナは慌てて魔力を流すのを中断し、手をルドヴィークの首に伸ばした。太い血管が通るあたりに手首の内側を押し当て、熱を測る。

「エ、エヴェリーナ？」

「熱は……ないようですね」

「熱!?」

　ルドヴィークの戸惑った表情に気づいたエヴェリーナは、すぐさま手を離す。

「失礼いたしました」

　小さな子供にするように、とっさに熱を測ってしまったが、皇子に対する振る舞いではなかったことに気付き、エヴェリーナはうろたえた。

「いや、大丈夫だ。熱は……ない。ただ、身体の奥が少し熱いような気がする」

　ルドヴィークは先ほどまでの戸惑った表情を綺麗に覆い隠して、はっきりと答える。

「その熱が皇子の魔力の感知方法かもしれません」

「エヴェリーナ、私の名前は、なんだ？」

「ルドヴィーク様……です」

「よろしい。これが魔力を感じるということなのだろうか。ならば、もう少し試してみてもよいか？」

「はい。ですが、無理だとお感じになったらすぐにおっしゃってください。少しずつでも症状は改善しているのですから、焦る必要はありません」

「だといいが。さあ、頼む」

「承知いたしました」

　エヴェリーナは再びルドヴィークの手を取り、慎重に魔力を流していく。

　今度はルドヴィークのわずかな不調も見逃さぬよう、全神経を集中させて行う。

　彼女の魔力が腕から心臓に達した頃、ルドヴィークの眉間にわずかに皺が寄る。

「ルドヴィーク様」

「大事ない。続けよ」

　エヴェリーナはうなずいて、魔力を流し込む。いきなり魔力回路を押し広げるようなことはせず、慎重に行う。今大切なのは、わずかでも全身に滞りなく魔力を循環させることだった。

　エヴェリーナの魔力はほのかにルドヴィークのものと混ざり、心臓から頭へと巡る。続いて頭から反対の腕へ、そして再び体幹を通じて今度は足先に向かって流れる。足先から戻った魔力が再びエヴェリーナの手に戻ってきた。

　とりあえずは、魔力が身体をひと巡りしたことになる。

「ルドヴィーク様、いかがでしょうか」

　エヴェリーナはじっと返事を待った。

　言われるままに魔力を循環させたが、本当に大丈夫だっただろうか。エヴェリーナは自分なりのやり方で魔力過多症を克服することができた。だが、この方法が彼に合っているとは限らない。本当に治療できているのか、にわかに不安がこみ上げる。

　ルドヴィークは数回、深呼吸を繰り返すと、エヴェリーナの手を強く握りしめた。

「少しだけ、感覚がつかめたような気がする。今日はここまでにしてもらってもよいか？」

「はい。ルドヴィーク様の思し召しのままに」

　エヴェリーナが手を引くと、ルドヴィークがつかんでいた手をゆっくりと弛める。彼女の手をなぞるようにして手が離れると、思わずほっとした。

　治療のためとはいえ、高貴な身分の異性に触れるのは畏れ多い。しかも一度ではなく治療の度に触れるのだ。

　いくらエヴェリーナが職業意識を保とうとしても、心臓はドキドキするし、気づけばぼうっと見惚れてしまっている。

　こんなことではいけないと思うのに、平静を保つことができない。

「エヴェリーナ、次はいつ来る？」

「そうですね、ルドヴィーク様の調子がよさそうなので、三日後ではいかがでしょう」

　これまでは二日に一度ほどであったが、この様子ならば間隔をあけても大丈夫ではないかと、エヴェリーナは見当をつける。

「三日か……。わかった」

　ルドヴィークの表情からはうかがえないが、声色から少し不満げな雰囲気を感じたことが、気にかかる。

「もし、ご不調があるようでしたらすぐにお呼びください」

「いや、大丈夫だ。エヴェリーナにも仕事があるのであろう？」

「それは……、おっしゃる通りなのですが」

　確かに、最近はルドヴィークの様子を見に来ることに時間を取られていて、魔導士本来の仕事が溜まり始めている。

　もちろんヤロシュもその辺は配慮の上で仕事を配分してくれてはいるのだが、彼の仕事は元々多く、その部下に割り当てられる仕事の量も推して知るべしであった。

「なるべく早く片づけて参ります。ルドヴィーク様は無理をせず、安静にお過ごしください。無理は禁物ですよ」

「わかった。努力してみよう」

　ルドヴィークはそう言うが、努力家な彼のことだ。きっと一人でもできる鍛錬に励むのは想像に難くない。

　エヴェリーナは後ろ髪を引かれつつも、溜まった仕事を片づけるべく、足早に離宮をあとにした。

















暴走と再生












「ハーノヴァー！　ついて来い！」

　エヴェリーナが魔導省の一室で資料を探しているときだった。静かな室内にヤロシュの大きな声が響く。

　その表情は見たことがないほど厳しいものだった。

　尋常ではない上司の様子に、エヴェリーナは慌てて資料を棚に戻し、ヤロシュに駆け寄る。

「離宮へ行くぞ」

　ヤロシュは一言だけ告げ、くるりと踵を返して歩き出す。

　エヴェリーナは慌ててその背を追った。

　ヤロシュが彼女に声をかける理由は一つしか思いつかなかった。

「ルドヴィーク様になにか？」

「暴走だ」

　ぞわりと嫌な予感が背中を駆け抜ける。

「時間がない。詳しい話は馬車の中でする」

「はい」

　エヴェリーナは短く応えて、ヤロシュに続き魔導省の玄関に向かう。

　ふたりはすでに用意されていた馬車に乗り込んだ。

　扉が馬丁の手で閉められると、すぐに馬車は追い立てられるように走り出す。

　常よりも速く馬を走らせているせいで、車輪はガラガラと大きな音を立て、馬車が大きく跳ね上がる。それでも、決して速度を落とそうとはしなかった。

　エヴェリーナが椅子にしがみつきながら振動に耐えていると、ヤロシュが口を開いた。

「使用人たちの避難はどうにか終わったらしい。が、エリアスが一人残っている」

「リーバル様が……」

　ルドヴィークに忠節を尽くす侍従のリーバルならば、きっとそばを離れないだろう。安全のためには少し離れていたほうがいいのだが。

　馬車で離宮までは一時間ほどはかかる。ヤロシュに知らせがもたらされた時点ですでにそれなりの時間が経ってしまっている。もはや、一刻の猶予もなかった。

（ルドヴィーク様、どうかご無事で。間に合って……！）

　エヴェリーナはギュッと両手を握りしめ、祈った。

「ハーノヴァー、お前の報告では魔力循環が改善し、体力も戻りつつあるということだったな？」

「はい。報告書に書いた通りです」

　だからこそエヴェリーナはルドヴィークのいる離宮を訪ねるのは、明日で十分だと思っていたのだ。

「皇子の体力が戻られたことで、同時に生成される魔力が増えた可能性は？」

「それは……あります」

　エヴェリーナが見落としていた点を指摘され、さっと青ざめる。

　もう少し慎重にルドヴィークの状態を観察すべきだった。今更後悔しても、もう遅い。

「暴走がどれほどの状態かは見てみなければ断言できないが、最悪のことも覚悟しておいたほうがいい」

「最悪……って」

　エヴェリーナは不意に、自分の母が亡くなった時のことを思い出す。不幸な言葉を口にしてしまえば、それが本当に起こってしまいそうで怖かった。

　母が亡くなったのは魔力暴走が原因だった。

　このままではルドヴィークも同じように……。

　そんなエヴェリーナの不安を和らげるかのように、ヤロシュは苦い顔で笑った。

「俺とお前という我が国でもトップクラスの魔導士がふたりもいるんだ。大抵のことはどうにかなる。だが、皇子の魔力を制御できる可能性があるのは、お前だけだ」

「私だけ……ですか？」

　エヴェリーナはヤロシュの言葉に目が覚めたような気がした。

（確かに、私はもうあのときみたいに無力じゃない。絶対にルドヴィーク様を助けるんだ……！）

「そうだ」

　ヤロシュはなにかを思い出すように遠くを見つめた。

「皇子は生まれつき魔力が多くてな……、幼い頃から度々暴走を起こしては周囲を破壊するものだから、仕方なく離宮で育てられたのだ。いつ暴走に巻き込まれるかもわからない皇子に仕えたいと思う者はおらず、魔力耐性が高かったエリアスがほとんど一人で育て上げたようなものだ。俺の母は皇帝の姉だし、皇族の血を引く者としてそれなりに魔力はある。皇帝に親しくしてやってくれと頼まれれば嫌とは言えん。まあ、俺にはたまに様子を見に行くくらいのことしかできなかったが……」

　ヤロシュの顔が痛ましいものを見るように歪む。

「あの方はほとんど表情を動かされないだろう？」

「確かに、あまり感情を表に出されることはされませんね……」

　ルドヴィークはあまり表情を変えないが、全く変えないわけでもない。

　エヴェリーナは最近になって、わずかな変化から感情を読み取ることができるようになってきたと自負している。

「あれは……おそらく諦めておられるのだと思う。だから感情があまり動かない。皇族でありながら、その義務を果たせない。いつ死ぬかもわからない……。俺ならば……そんな重圧にはきっと耐えられない。だが皇子は腐らず、身体を鍛え、恐ろしいほどの精神力で持ちこたえてきた。だから、お前の魔力で治療が可能かもしれないと分かった時は、我がことのようにうれしかった」

「そう……ですか。ですが、皇帝や皇妃レギーナほどの魔力があれば、ルドヴィーク様の魔力を抑え、導くこともできたのではないですか？」

　この国の頂点にある皇帝と皇妃であれば、皇子の魔力に耐えることができたのではないかと、エヴェリーナが考えるのも無理のないことだった。

「皇子は三番目に生まれた皇子だ」

　ヤロシュはそれですべてに説明がつくとでも言いたげだ。

「皇太子と、第二皇子――予備がいれば、ルドヴィーク様がいなくとも構わないと？」

　今更ながらに、エヴェリーナはルドヴィークが家族から離されて育ったことに、憤りを感じていた。

　熱を測るために触れたとき、彼はとても戸惑っていた。家族であれば当たり前の触れ合いすら、彼は知らないのだ。

　知り合ってからまだほんのわずかの時間しか経っていないが、彼が非常に博識であり、病弱な部分をどうにかしようと努力してきたのだろうことは、彼女にも容易に想像がついた。

　そんな彼を、どうして離宮へと追いやるような真似ができたのだろうかと、憤らずにはいられない。

「その点については、おふたりとも非常に悩まれていた。だが……結果としてはそう周囲から見えることは両陛下も承知の上だ」

「ならば！」

「大事に思っているからこそ、こうしてお前を皇子の治療に携わらせたのだ。皇族としての義務や責任を知らないお前が軽々しく不満を口にすべきではない。俺も、お前に必要だと思ったから話した。ここならばいいが、周囲の目や耳があるところで皇族批判はやめろ」

　ヤロシュが彼女のために話してくれたことは分かった。エヴェリーナはぐっと不満を飲み込んで返事をした。

「……はい。申し訳ございません」

「さて、本題だ。おそらく、暴走自体は俺とお前で止められるだろう。だが、問題はそのあとだ」

　ヤロシュの険しい表情に、エヴェリーナは黙ってうなずいた。

「皇子の魔力回路をどうにかしなければ、すぐに暴走が再発する。根本的な治療が必要だ。そして、おそらく今日の暴走であの方の体力も限界に近くなっているはずだ」

「はい」

　ヤロシュの見立ては、すべてエヴェリーナも考えていたことだった。

「魔力回路の滞りをなくし、正常に魔力を循環させるためには、どうすべきかわかるか？」

「外部から強引にでも魔力を循環させるしかないですね……」

「そうだ。だが、よほど魔力の相性が良くなければ反発しあって、暴走どころか大爆発だ」

「つまり、私にそれをやれとおっしゃる？」

　魔力を暴走させ使い果たした今ならば、エヴェリーナの魔力を流しても反発は少ないだろう。確かに、好機だった。

「そうだ。そして、最も魔力が反発しない方法は、わかるな？」

　ヤロシュの言わんとすることを察したエヴェリーナは、自分の頬が真っ赤に染まった気がした。

「それは……さすがに……」

　耳まで真っ赤にした彼女を、ヤロシュは鼻先で笑った。

「ふん。生娘のような反応をする」

「いえ、立派な生娘ですから！」

　思わず本当のことを暴露してしまい、エヴェリーナは頭を抱えた。

（うう、立派な生娘ってなに……！）

　自分の発言ながら、かなり頭が悪い。ここが地面だったら穴を掘って埋まりたい気分だ。

「知っている。お前の反応はどう見ても生娘のそれだ」

「なっ……」

「魔力持ちの結婚では、魔力の相性がなによりも重要だ。相性が悪ければ子供はできない。子を作るためには肌を触れ合わせ、互いの体液を交換し、魔力が交じり合った状態でなければならないのは、お前も魔導士の端くれならば知識として知っているだろう？」

「それは……もちろん……です」

　エヴェリーナは恥ずかしさに爆発しそうになりながらも、どうにか答える。

「そして最も魔力の反発が起こりにくいのは、性交中に忘我の境地に達した時だ」

「わーっ！　やめてくださいー」

　破廉恥な言葉をなんの恥じらいもなく口にするヤロシュに、エヴェリーナは耐えられず、耳をふさぐ。

「つまり、お前の純潔を皇子に一発捧げてこい。それで、達したらどうにかして皇子の魔力回路に魔力をぶち込んで無理やり開通させろ」

「み、身も蓋もない！　っていうか、無茶苦茶すぎます！　それに、その言い方だと私が皇子を手籠めにするみたいじゃないですか……」

　恥ずかしさのあまり、涙が滲む。

「俺だって、こんなことを部下に命じるのは気が進まん。だが、今を逃せば皇子の命が危ない。最終手段だ」

「無理です……」

　エヴェリーナはルドヴィークとどうにかなることを想像しかけて、すぐさま頭がそれを拒否した。

　決してルドヴィークのことは嫌いではない。だが、なんの経験もない彼女にとっては、なにをすべきか知識としてはおぼろげに知っていても、実際になにが行われるのかは未知の世界だった。

「もし、お前に恋人か思う人がいるなら、そもそもこんな提案はしない」

「いるかもしれないじゃないですか！」

　失礼な言い分に、エヴェリーナは憤慨した。

「そんなもの、見てればわかる。恋人に現うつつを抜かせるほど、やわな仕事量をお前に振ってない」

「……っ、開き直りましたね！」

　確かにヤロシュの言うとおりだったので、否定はできなかった。

「ああ。お前の身体一つで皇子の命が救えるのであれば、安いものだ」

　ヤロシュのふざけた表情が、急に真剣なものに変わる。

「断ったら、どうなります？」

「どうもしない。ただ、あの方の命は保証できないというだけだ」

「そんな……」

　エヴェリーナの純潔とルドヴィークの命が見事に天秤にかけられている。

　だが、ほかに手段がないことは彼女もよくわかっていた。

「非常識であり、酷なことを頼んでいるのは承知している。だからせめてお前の憂いを晴らしたい。お前の親父が作った借金、この俺が全部返済してやろう」

「なっ……」

　その提案は、思いがけないものだった。

　父オレクが作った借金は、エヴェリーナが二十年は働かなければ到底返済できない額だ。

　そして、ハーノヴァー家は現状かなりの困窮状態にある。美味し過ぎる提案に彼女の心は揺れた。

　うまい話には裏がある。後で後悔するかもしれない。それでも、今のエヴェリーナにとっては断れない魅力的な提案だった。

「成功するかもわからないのに！」

　そもそもエヴェリーナにはそういう方面の経験はゼロに等しい。知識としては知っていても、自分がどういった状態になるかもわからず、果たしてきちんとルドヴィークの魔力回路を開通させられるかもわからない。

「もともと無かった命だと思えばいい」

「そんなこと、できるわけないじゃないですか……！」

　これまで、借金の返済が第一で恋をする暇もなかったし、興味もなかった。だから、こんな状況に陥るとは想像もしていなかった。

「ちょっと、皇子と寝てくるだけだ。そんなに難しいことではないだろう？　さすがにあの方だって女の抱き方くらいは知っているだろう。任せておけばどうにかなるはずだ。たぶん」

　それはちょっとで済まない事態だから、これほど抵抗しているのだ。

「さっきから、たぶんとか、だろうとか、不確定要素しかないですよね？　もうちょっと、言い方とかありますよね？」

　エヴェリーナはほとんどやけになっていた。

「お前相手に海千山千の貴族相手のような交渉をしても、まだるっこしいだけだ。さあ、どうする？」

　ヤロシュの目がギラリと光る。

　彼には最初からエヴェリーナを逃すつもりなど毛頭ないのだとわかる。

「本当に、借金を返してくれるんですよね。全額！」

「ああ。公爵家の名にかけて」

　文句を言いながらも、エヴェリーナの心は決まっていた。

「わかりました。やればいいのでしょう？」

「そうだ。ちょっとヤってくるだけだ」

「ああっ、もうっ！　ヤロシュ様、下品すぎます」

　エヴェリーナは頭を抱えた。

「悩んでいる暇はないぞ。そろそろ着く」

　ヤロシュの言葉に、顔を上げる。

　小さな馬車の窓から離宮が見えていた。

　そこには恐ろしいほどの魔力が渦巻いていた。

「ヤロシュ様」

「ああ。この辺りが限界だ」

　ヤロシュは馬車の屋根をたたいて、御者に合図を送る。

　馬車が止まるか止まらないかのうちに、ふたりは転がるようにして馬車から降りた。

　まだ離宮の敷地内には入っていないが、魔力を持たない御者や馬にはこれ以上は危険だと判断する。

「もう少し下がった場所で待機していろ」

「承知しました」

　ヤロシュの命令に、御者は頭を下げる。

『水・盾』

　エヴェリーナはヤロシュの指示を待たずに防御魔導を発動させた。

　ルドヴィークの魔力は火属性が多いことから、対属性である水の魔導を構築する。

「行くぞ」

　ヤロシュもまたエヴェリーナの魔導に重ねて水の盾を発動させる。

　今にも発火しそうな熱気が、辺りに漂っている。

『風・散！』

　ヤロシュが風を呼び、周囲の熱気を散らす。

　ふたりは慎重に離宮に向かって進んだ。

　離宮の門をくぐった時、うずくまる人影を見つけた。

「リーバル様！」

　リーバルが、真っ青な顔でしゃがみこんでいる。

「ハーノヴァー様……、お待ちして、おりました」

「ご無理なさらず」

　魔力に中あてられて、かなり衰弱している。魔力耐性の高さでどうにか踏ん張っていたようだが、もはや限界だろう。

　エヴェリーナはリーバルに水の盾を発動させ、ルドヴィークの魔力から隔離する。

「いえ、わたくしなどより、皇子を。奥の寝室においでるはずです。どうか、あのお方を……、お助け、ください」

「はい。そのために参りました。動けるようであれば、離宮から離れていてくださいませ。これ以上留まるのは危険です」

　とりあえず、水の盾があればしばらくすれば動けるようになるだろう。

「どうか……、よろしく……お願いいたします」

　リーバルの体調も心配だったが、今は根本であるルドヴィークをどうにかすることが先決だった。

　リーバルもそれは理解しているのだろう。

「すみません。さっさと抑え込んできますね！」

　エヴェリーナはそう告げると、離宮の奥に向かって駆け出した。

「ハーノヴァー、露払いは俺がする。お前の魔力は皇子を抑えるために使え」

「はいっ！」

　ふたりは長い廊下を走り抜け、最奥の寝室へとたどり着く。

　室内はひどい有様だった。床や壁には切りつけたような傷ができ、布は千切れ、家具は粉々になっている。

　ベッドの残骸らしき瓦礫の中央に、ルドヴィークの白銀色の髪が見えた。

「皇子！」

「ルドヴィーク様！」

　ふたりの呼び声に、ルドヴィークが顔を上げた。だが、固く引き結んだ唇は苦痛に耐えるのが精一杯で、返事をするほどの余裕はなさそうだった。

『水・盾』

　ヤロシュが魔導の盾を重ね、防御をさらに強化する。

　その間に、エヴェリーナは前回と同様に水の魔導でルドヴィークの魔力を抑えこむ。

『水・縛・茨！』

　エヴェリーナの魔力を受けて生まれた水の蔦が、一気にルドヴィークに向かって伸びる。

　彼の身体を包み込むように動いていた蔦の一部が、ぱしりと弾かれ、消滅する。

　彼の魔力が強すぎて、中和しきれていない。

「このっ！」

　エヴェリーナは流し込む魔力を増やし、抵抗をねじ伏せる。蔦はどうにかルドヴィークに巻きついたものの、ゆらゆらと立ち上る陽炎のような魔力に遮られて、肌に触れることができずにいる。

　締め付けすぎないように魔力を調整しながらも、流し込む魔力を増やした。

　水の茨で中和しきれなかった魔力が火弾となって飛来する。

　だが、ヤロシュの水の盾がそれを弾いた。

　おかげでエヴェリーナは防御を気にせず、ルドヴィークの魔力を抑えることだけに集中することができた。

「ハーノヴァー、どうだ？」

　問いかけるヤロシュの息は少し上がっている。

　先ほどから魔力消費の激しい盾の魔導を発動し続けているので、無理もない。

「ちょっと、厳しい……ですね」

　答える彼女の額には大粒の汗が浮かんでいた。

　いくら相性がいいとはいえども、この国の魔導の頂点に立つ皇族の魔力は生半可なものではない。

　ルドヴィークを傷つけずに、膨大な魔力を抑えこむのはかなりの精神的疲労を伴う。

「だが、あきらめるわけにも、いかんだろ？」

「はい」

　エヴェリーナは額の汗をぬぐい、更に魔力を込めた。

「エヴェ……リーナ」

　引き絞るようなかすかな声が聞こえた。

　ルドヴィークのギラギラとした視線が彼女を射抜いた。

「ルドヴィーク様！」

「少しくらい、傷ついてもよい。構わず……やれ」

「ですが……」

　万が一にも、皇子である彼を傷つけることがあってはいけないと、かなり手加減していることも事実だった。

「ハーノヴァー、皇子の言うとおりだ。出し惜しみは、なしだ」

「……はい」

　エヴェリーナは自らに課していた抑制を外した。

　その途端、それまで包囲しきれていなかった水の蔦が肌に到達する。直接触れることができるようになったおかげで、魔力の中和が一気に進む。

「っ、く……」

　ルドヴィークの口から苦痛の声が漏れる。

　下手に気を使って暴走を抑えこめなくなるほうが後々厄介だ。暴走の結果、魔力回路が傷ついてしまえば、修復は絶望的になる。今は一刻も早く魔力を完全に抑え込むのが先だ。

「あと少し、です」

「わかって……いる。そのまま、続けよ」

　ルドヴィークは苦痛に顔を歪めながらも、その目は信頼を込めて彼女を見つめていた。

（絶対に助ける！）

　エヴェリーナはたたきつけるように魔力を込めた。

「ぐぅ……っ」

　全身を覆うように蔦が巻き付き、ようやくルドヴィークを包んでいた魔力が散逸する。

　暴走が治まったことを確認したエヴェリーナは、すぐさま水の魔導を解除した。

　ほうと、大きく息を吐いた彼女を、ヤロシュが叱咤する。

「ハーノヴァー、行けっ！」

（放心している場合じゃない……！）

　エヴェリーナは弾かれたように駆け出した。

　瓦礫を踏み分け、ルドヴィークのもとに急ぐ。

　ベッドだったものの上にぐったりと横たわるルドヴィークの顔色はかなり悪い。

　魔力を放出しきったことで、脱力感に襲われているのだろう。

「ルドヴィーク様、大変お待たせして、申し訳ございません」

「よい……。感謝する」

　エヴェリーナはルドヴィークの脇に腰を下ろし、皇子に手を伸ばした。

「触れますよ」

　彼女は返事を待たずにルドヴィークの手を握り、身体に魔力を流した。幸いにも魔力回路は傷ついていないようだった。

　エヴェリーナは魔力を循環させながら、周囲を見渡した。

　このままこの残骸の中に、ルドヴィークを置いておくことはできない。どうしたものかと思案していると、いつの間にか姿を消していたヤロシュが、リーバルを連れて現れた。

「皇子、ご無事で！」

　まだ顔色の悪いリーバルが、ルドヴィークに駆け寄る。

　涙をにじませながら、ルドヴィークの手を額に押し抱いた。

「すまぬ、心配を……かけた」

「いいえ……、いいえっ……」

　リーバルは感極まっていた。

「リーバル様、大変申し訳ないのですが、どこか休める場所はありませんか？　すぐにルドヴィーク様の治療を始めなければなりません」

「ハーノヴァー様、大変失礼いたしました。では、入口近くに客人用のお部屋がありますので、そちらに」

「俺が運ぼう。リーバル、手伝ってくれ」

「……すまぬ」

　ヤロシュがルドヴィークの身体を肩に担ぐ。リーバルの力を借りてもなお、大変な作業だった。

　リーバルの先導でたどり着いた部屋は、きちんと掃除は行き届いてはいるものの、普段は使われていない部屋だというのが分かった。家具は布で覆われ、カーテンは固く閉められている。

　それでもルドヴィークの魔力によって半壊状態となった寝室よりは、よほどましだった。

　客用のベッドにルドヴィークの身体を横たえたヤロシュは、肩で息をしていた。

「こんなことなら、楽に人を運べる魔導を開発しておくべきだったな……」

　家具を覆っていた布を取り外したり、カーテンを開けたりと忙しくしているリーバルの様子を、エヴェリーナはルドヴィークの手を握ったままぼうっと眺める。

「で、ここからが本番だぞ。ハーノヴァー」

「……ええと、そうですね？」

　エヴェリーナは目をそらした。早く治療しなければならないとはわかっているのだが、ここにきて不安がぶり返す。

「往生際が悪いぞ」

「と、言われましても、そう簡単に決心できることでもないかと……」

「ヤロシュ……、なんの話だ？」

　ぐったりとベッドに横たわったまま、ルドヴィークが鋭い視線をヤロシュに向ける。

「皇子は、ご自分の状態を把握されていますね？」

「ああ……、かなり……まずい状態……だな」

「そうです。体力も魔力も限界です。ハーノヴァーが無理やり魔力循環させているので、回復はするでしょうが、回復したらしたでまた同じことが起こるでしょう」

「……で、あろうな」

「ですから、根本療法です。魔力回路の滞りを治せるのは、魔力暴走で魔力を使い果たした今しかないでしょう」

「治せる……のか……？」

　ルドヴィークは大きく目を見開いた。

「はい。とは言っても、治療を行うのはこのハーノヴァーです」

「エヴェリーナが……？」

「最もあなた様の魔力と相性のいい彼女が、最も反発の少ない状況で、皇子の魔力回路に魔力を流し、滞りを一掃するほかないでしょう」

「そういう……ことか……」

　ルドヴィークはヤロシュのわずかな説明ですべてを悟ったらしかった。

　本当に魔力についてよく勉強をしていると、エヴェリーナは感心する。

「エヴェリーナ、そなたが……嫌ならば、無理に……とは言わぬ。……だが、もし……」

　あまりに苦しそうで、諦めたような光をその目に浮かべる彼の様子に、エヴェリーナの不安や戸惑いは吹き飛んだ。

「それ以上は、おっしゃらないでください。私の力でルドヴィーク様をお助けできるのであれば、これ以上の喜びはありません」

（私の身体一つで皇子の命が助かるのであれば、安いものじゃない？　それに、借金だって返済できる。恥や外聞がなに？　外聞を守っておなかが膨れるわけでもなし。やってやろうじゃないの！　それに……初めての人がルドヴィーク様なら、きっと一生後悔なんて……しないもの）

「どうか、私にルドヴィーク様の治療をさせてください」

　ルドヴィークは一瞬辛そうに目をつぶった。

　だが、再び目を開いた時には、アイスブルーの瞳にはギラギラとした生への渇望が宿っていた。

「……よろしく、頼む。いまさら、浅ましいと……思われるかも、しれないが……なにも成さぬまま……死にたくない。私は……生きたい……」

「皇子の思し召しのままに」

　ヤロシュは恭しくルドヴィークに頭を下げた。

　そして、くるりと振り返り、いつになく真剣な表情でエヴェリーナを見つめた。

「ハーノヴァー、必要なら痛みを和らげることもできるが、皇子がこの状態ではお前が主導権を握って事を成す必要がある。どうする？」

　痛みを和らげる魔導は、どうしても意識が朦朧としてしまう。破瓜の痛みがどれほどのものかは想像つかないが、恐らくそれでは、ルドヴィークの魔力回路を修復できる程度の集中を維持できないだろう。

「必要……ありません」

「なら、俺にできることはもうない。皇子の治療を、頼んだぞ」

「承知しました」

　エヴェリーナはヤロシュに向かって力強くうなずいた。

「お水をお持ちしました。ここに置きますので、ご自由にお飲みください。わたくしは隣で待機しております。なにかあれば、お呼びくださいませ」

　いつの間にか現れたリーバルは、あっという間にレースのカーテンを閉め、ヤロシュとともに姿を消した。

「ルドヴィーク様、水をお飲みになりますか？」

「……もらおう」

　エヴェリーナは水差しからグラスに水を注いで、ルドヴィークに手渡そうとした。

　だが、ルドヴィークは横たわったままで、身体を起こすこともできないほど衰弱している。

　エヴェリーナは逡巡した。だが、それはほんのわずかのことだった。

「失礼します」

　ぐいっとグラスをあおって、口に水を含むと、ルドヴィークの唇に己のそれを触れ合わせる。

　唇はやわらかでありながら弾力があり、少しかさついていた。

　間近で見る彼の目は、吸い込まれてしまいそうなほど大きく開かれている。

　彼の唇がおずおずと開いた。

　エヴェリーナが隙間から舌を差し入れ、水を流し込むと、それまでの躊躇いなどなかったかのように、今度はルドヴィークの舌が彼女の口内に入り込み、水分を奪っていく。

　それと同時に、ルドヴィークの魔力がじわじわとエヴェリーナに流れ込んでくる。そして彼女の魔力もまた彼に流れ込む。

　互いの魔力が還流することで、無茶苦茶になっていたルドヴィークの魔力の流れが落ち着いていく。

「ん……」

「もっとだ……」

　ルドヴィークの要求に、エヴェリーナは無心で水を口に含んで口づけた。

　熱に浮かされたようにぼうっとなりながらも、何度か口づけを繰り返すと、いつの間にかグラスの水はすっかりなくなっていた。

「熱い……。服を……脱がせてくれ」

「承知……しました」

　ルドヴィークの協力を得ながら、どうにか上着を脱がせることに成功する。

　まだ上着を一枚脱がせただけなのに、エヴェリーナの息は軽く弾んでいた。

（おかしい……、唇が触れただけなのに、こんな風になるなんて……）

　口づけを繰り返すたびに流れ込むルドヴィークの魔力のせいで、身体の奥底にじりじりとした熱が生まれていた。

「下も……、頼む」

「はい……」

　エヴェリーナは恥じらいを押し隠し、ルドヴィークのトラウザーズのボタンに手を伸ばした。ボタンをはずそうとするが、緊張に手が震えてなかなかうまくいかない。

「……手伝おう」

　ルドヴィークの手が、彼女の手をのけるように触れた。

「あっ……」

　軽く手がかすっただけなのに、びりびりとした電流のようなものがエヴェリーナの身体を駆け抜ける。

（なにこれ!?　魔力だけじゃ、ない？）

　全身から力が抜け、ふにゃりとルドヴィークの横たわるベッドの上に倒れこむ。

　薄い布越しに伝わる熱い肌の感触に、エヴェリーナはかっと頬に血が上るのを感じた。

　同時にふわりと、すっとする森林のような香りが彼女を包み込んだ。

（これが……ルドヴィーク様の、匂い）

　頭の奥が痺れるような不思議な香りだった。

「リーナと、呼んでもよいか？」

　名前を愛称で呼ぶのは、夫婦や家族でしか行わない。その愛称を呼びたいという真意は何なのか、考えている暇はない。

「……はい」

　エヴェリーナはわずかに迷ったが、結局はうなずいた。ルドヴィークの胸に手を置き、身体を起こす。

　彼女を見つめるアイスブルーの瞳と目があった。

　凍るような瞳の色とは裏腹に、その瞳には生への渇望だけではなく、彼女に対する欲望が宿っていた。

「リーナ……、口づけてもよいか？」

「は……い」

　ゆっくりと近づく彼の瞳に魅入られたまま、エヴェリーナは口づけを受け入れた。するりと口内に入り込んだ舌が、そっと彼女のそれに絡まる。

　そのまますすり上げるように吸われ、身体の奥底がきゅっとうずいた。

　そっと唇を離し、ルドヴィークがささやく。

「こういうときは、目を、つぶるものだと……、教わらなかったか……？」

　熱い吐息が唇に触れる。

　何度も吸われたエヴェリーナの唇は赤く色づき、沸き上がる熱に緑柱石の瞳はぼんやりとうるんでいた。

（そんなの、知ってるわけ……ない）

　なにも知らないことで、ルドヴィークにがっかりされたのではないかと、不安がこみ上げる。

「あいにくと、不勉強で……申し訳ございません」

「ふ……。そなたが不勉強であればあるほど、私は……嬉しい」

　ルドヴィークは嬉しそうに目を細めた。

　エヴェリーナはその表情に胸がギュッと苦しくなった。

　彼の腕が彼女の後頭部にゆっくりと回る。

　今度はエヴェリーナも教えられた通りに、そっと目を閉じた。

　途端に感覚が鋭敏になる。触れ合う唇は熱く、舌が絡められると、ぞわぞわと背筋をなにかが這い上がる。

　唾液ごと舌をすすられて、力が抜ける。粘液を通して、エヴェリーナから流れた魔力がルドヴィークに流れ込んだかと思うと、すぐに彼からも魔力が流れ込んでくる。

　自分の意志とは関係なく還流する魔力に、彼女は完全に翻弄されていた。

　力が抜け、ぐったりとルドヴィークにもたれかかる。

「は……ぁ……」

　このままでは治療どころではない。

　どうにか腕に力を込めて身体を離そうとしてみるが、まったく思うようにいかない。

「ちょっと……待ってくださ……ぁ」

「待てぬ」

　ルドヴィークは彼女の抗議に耳を貸さず、再び口づけを与えた。

「あ、……ん」

　どこからこんな声が出ているのかと自分でも思うほど、甘ったるい声が鼻を抜けた。

　その声に応えるように、ルドヴィークの口づけは激しさを増す。

　ルドヴィークの手が、エヴェリーナに触れる。そっと、指先に。それから腕をなぞりローブの中に大きな手が潜り込む。

　薄い布一枚を隔てて、撫でられているだけなのに、全身がぞわぞわと落ち着かない。指だけではなく、彼の魔力にもなぞられているような気がした。

「ふ……」

　漏れそうになる声を必死にこらえる。

　彼の手はとどまることを知らず、膨らみを確かめるようにやわやわと胸を揉みしだく。

「ああ……」

　口づけの合間に、ルドヴィークが熱に浮かされたようにつぶやいた。

　ふと寒さを感じて、ぶるりと身体を震わせる。

　いつの間にかローブはほとんど脱がされ、下に着ていた薄手のシャツも胸元をはだけられている。

　開いた胸元にルドヴィークが噛みつくように吸い付いた。

「っ……」

　白い肌の上に小さな赤い薔薇がちりばめられていく。

　吸われるたびに、体温が上がっていく。

　エヴェリーナはただルドヴィークの頭を抱え、縋りつくことしかできない。

「ルド……ヴィーク……さ……ま」

「ルゥと呼べ」

　胸元に熱い吐息がかかり、それだけでぞくりと身体が震えた。

「ル……ゥ……？」

　それがルドヴィークの愛称だと、不覚にも口にするまで気づかなかった。

「そうだ。ああ、リーナっ」

　その弱り切った身体のどこにそんな力があったのかと思うほどの力強さで、ルドヴィークは彼女を抱き寄せ、ごろりとそのままベッドの上を転がり、体勢を入れ替えた。

　ルドヴィークの青みがかった白銀色の髪が、彼女の上に降りかかる。

　ちゅっと小さな音がして、顔じゅうに口づけの雨が降る。

　同時に彼女の足の間に、足が割り込んだ。そのまま彼の足が、彼女の足の付け根を摺り上げるように撫でる。

「……っ」

　自分でもじわりと足の間が潤うのが分かった。

（なにこれ……！　恥ずかしすぎる……。もう、消えてしまいたい……）

　性的興奮によってそこが濡れるのだということは、知識としては知っていた。だが、実際にはこんな風になってしまうのだとは、思いもしなかった。

　頬にかっと血が上る。まともに彼の顔が見られず、エヴェリーナは顔をそらした。

　エメラルドの瞳に、じわりと涙がにじむ。

「ああ、これがかわいい……という感覚なのか」

　恥じらいに身を焦がしていたエヴェリーナの耳に、ルドヴィークの小さなつぶやきは届かない。

　戸惑うエヴェリーナをよそに、ルドヴィークは恐ろしいほどの手際のよさで彼女のローブを取り去った。

　ローブがベッドの外に投げられたかと思うと、ルドヴィークの手がわずかに引っ掛かっているシャツに伸びた。

　ボタンがはじけ、シャツだったものが布切れと化す。

「やめっ……」

　こんなに美しい人の目に、自分の裸身を晒すなんて耐えられない。

　エヴェリーナは身をよじり、ルドヴィークの手から逃れようとした。

「リーナ、だめだ。ここで……私とつながるのだ」

　ルドヴィークはそう告げながら手を伸ばし、エヴェリーナの足の間に触れた。

　下着の上からもそこがしっとりと潤っているのは、彼にも分かっただろう。

「やぁ……」

「恥ずかしがる必要はない。私も……とても興奮している」

　ルドヴィークはエヴェリーナの手を掴むと、自分の股間へと導いた。

　トラウザーズを履いたままのその部分はしっかりと盛り上がっているのが布越しにわかる。

　彼もまた自分を求めてくれているのだ。

「脱がせるのを、手伝ってくれぬか？」

「は……い……。ルドヴィークさ……いえ、ルゥ」

　エヴェリーナは言われるがままに、どうにかトラウザーズを脱がせた。

　アイスブルーの瞳をきらめかせ、彼女を見つめるルドヴィークは匂い立つような色香を放っていた。美しい白銀色の髪は汗に濡れ、しっとりと肌に張り付いている。

「次は……リーナの番だ」

　ルドヴィークは彼女の胸を覆っていた下着をあっさり取り去ると、あらわになった胸に吸い付いた。

「ああっ……！」

　ちりりとした小さな痛みが胸の先端に走った。吸われると同時に、びりびりとそこからルドヴィークの魔力が流れ込み、下腹部に駆け抜ける。相反する二つの感覚が身体の中をぐるぐると渦巻いて、腹の奥がうずいた。

　エヴェリーナはつま先を丸めて魔力の奔流に耐える。

　ルドヴィークの手が彼女の白い肌の上をなぞる。薄い肉のついたわき腹をなぞったかと思うと、くびれた腰をゆっくりと形を確かめるようにたどる。

「……っ、ふぁ……ん」

　こらえきれなかった声が、唇から漏れた。

「だめだ。声を我慢するな」

「でも、変な……声が……でちゃう」

「変ではない。聞いているだけで、頭の奥が痺れるような……。甘くて、たまらなくなる声だ……。もっと、聞かせよ」

　そう告げるルドヴィークの声こそベルベットのように滑らかで、いつまでも聞いていたくなってしまう。

「あぁっ！」

　彼の指が腰骨の上をなぞった瞬間、びくりとエヴェリーナの身体が跳ねた。

「ここが、そなたの弱い、場所か」

　獰猛な笑みを浮かべ、彼女を見つめるルドヴィークの表情は、いつもの無表情な彼とは別人のようだ。

「あっ、だめ、やめ……！」

　エヴェリーナは思わずルドヴィークを押しのけようと腕を伸ばした。

　だが、その腕は彼にあっさりと捕まる。

　ルドヴィークは彼女の腕をつかんだまま、腰骨のあたりに舌を這わせる。

「ひぅ……ん、やぁ……！」

　びりびりと魔力が肌の上を走った。

（だめ、こんなの。耐えられない……っ！）

　自分の感じているこの初めての感覚が、おそらく快感なのだろうと想像はついた。けれど、まさか身体的感覚だけでなく、魔力感覚がこうまで刺激されるとは思いもしなかった。

　頭がおかしくなってしまいそうなほど、くらくらとして、なにも考えられなくなる。度数の高い蒸留酒を飲んだ時のように、ぼうっとして、鼓動が速くなる。

　エヴェリーナのエメラルドの瞳に、涙がにじんだ。

　ふと、愛撫の手が止まった。つかんでいた腕も緩められる。

「そんなに、私に触れられるのは、嫌か？」

　ルドヴィークの悲しそうな顔が、彼女を見上げている。

　初めて見る彼のそんな表情に、エヴェリーナは胸がぎゅっと苦しくなった。

「そんな、ちがっ……。あの、感じすぎて、身体がつらい……というか、切ないというか……。いやというわけではなくて……。なにも考えられなくなってしまうので……困ります」

　それがエヴェリーナの正直な感想だった。

「……なるほど。ならば、嫌ではないと？」

「……はい」

　胸がどきどきして苦しくなる。自分のすべてがむき出しになって、暴かれてしまうような、恥ずかしさと不安はあるが、彼に触れられるのは決して嫌な感覚ではなかった。

　むしろ、快楽が強すぎてこのまま離れられなくなってしまうのではないかという恐怖さえある。

　じっと彼女の表情を見つめていたルドヴィークは、獰猛に笑った。

「そうか。では、遠慮はいらぬということだな」

「はい？」

（待って？　遠慮とか今まであったの？）

　傍若無人というわけではないけれど、ルドヴィークの態度はかなり強引なものだった。それは皇子として当然の振る舞いで、エヴェリーナはそれを不快に思ったことはない。

　けれど、明らかに皇子と下っ端貴族の娘としての距離感ではなく、遠慮を感じたことなど一度もない。

「リーナ、かわいい」

　エヴェリーナが言われた言葉の意味を理解する前に、ルドヴィークは愛撫を再開させた。

　大きな手が、唇が、舌が肌をなぞり、彼女の感じる部分を探る。

「ん……、くっ……」

　その淫猥な感覚に、リーナはシーツをギュッと握りしめ耐えるしかできない。

　ルドヴィークの手が下腹部の子宮のあるあたりをトントンっと、さするように撫でた。

　彼の手を通して、わずかな魔力が子宮に流れ込んでくる。

「ひぅ……」

　エヴェリーナはびくびくと激しく全身を震わせた。

「本当にかわいいな……」

　彼女が抗議の声を上げる間もなく、ルドヴィークの手が足の付け根に到達する。

　ルドヴィークはするりとガーターベルトを取り払い、するするとストッキングを脱がせた。つま先までゆっくりと辿った指が、足を伝って戻ってきたかと思うと、下着のリボンをほどき、手際よく脱がせていく。

　ぐっしょりと濡れた感触が太ももの間から消える。

　下着が糸を引いて取り払われる光景を目にして、エヴェリーナはいたたまれなくなる。

「ああ……。しっかりと……濡れている」

　こんなに濡れてしまうなんて、自分はおかしいのではないか。彼に淫乱だと失望されるのではないか。エヴェリーナはぎゅっと目をつぶり、顔を背けてその不安に耐えた。

「あっ！」

　秘められた部分に彼の指が触れた。

　ルドヴィークの手が、するりと秘裂をなぞる。二本の指があわいに入り込み、つぼみをそっと開く。

　くちゅりと厭らしい水音がした。

「すごい……。溢れている」

「もう……やぁ……」

　エヴェリーナは恥ずかしさのあまり、両手で顔を覆い、現実から逃避した。

「こんなにきれいなのに、いやなのか？」

「だって、恥ずかしい……」

　自分でも見たことのない場所を、ルドヴィークに見られている。

　そう思うと、どうにかなってしまいそうなほど恥ずかしい。

「ここに……、花芯がある」

　彼の指がわずかに花芯に触れた。

　それだけでびりびりと衝撃が走る。

「ひぅ……ん」

「そして、この奥で……つながる」

　ルドヴィークはつぷりと指を一本沈めた。

　とろとろと溢れる蜜が、指の侵入を容易く許す。

「……ああ、熱いな。それに、狭い」

　たった一本の指ですら、違和感がひどい。

　エヴェリーナにはその場所に男性を受け入れることなどできるとは、到底思えない。

「そんなの、無理……」

　思わず弱音が漏れた。

「できる。たっぷりと、そなたが蕩けるまで、舐めて解せば、違和感なく受け入れられる」

「なめっ……!?」

（そんな場所を舐めるの!?）

　エヴェリーナは想像しただけで、頭がくらくらしてきた。

「そうだ」

　ルドヴィークは宣言と同時に、その場所に吸い付いた。

「きゃあぁぁぁ」

　花芯を吸われ、走った衝撃に悲鳴が漏れた。

　一瞬で頭が真っ白になり、がくがくと全身が震える。息は上がり、鼓動が早鐘を打つ。

（なに……？　今の……？）

　ぼうっとにじむ視界に、ルドヴィークの獰猛な笑みが見えた。

「まさか、今のでイったのか？」

「い……く？」

　一瞬意味が分からなかったが、これが達するということなのだと遅れて理解する。

　理解した途端、エヴェリーナは羞恥に全身を真っ赤に染めた。

（こんな状態で、ルドヴィーク様の治療をするなんてっ！）

「こんなの……無理ですっ」

　思わず本音が口をついて出た。

「無理ではない。やり遂げてもらわねば、私が……死ぬ」

「……申し訳ございません」

　自分の都合ばかりを口走ってしまい、申し訳なさにいたたまれなくなる。なんのために、今ここでこうしているのかを見失うところだった。

　エヴェリーナの頭は一瞬で冷静さを取り戻した。

「問題ない。慣れればよいだけだ」

　ルドヴィークが鷹揚にうなずく。

「慣れる……とは？」

「何度でもイけば、よい」

　淫蕩な笑みに、エヴェリーナの背筋をぞくりとなにかが駆け抜けた。






「ルゥ……、あああっ！」

　指を増やされ、内部を探られ、花芽を吸われて、何度達したのか、もう定かではなかった。

　ルドヴィークの指を飲み込んだそこが、ひくひくと彼の指を締め付ける。

　高みに押し上げられ、これで終わりだと思ったのに、さらに高められてその先があるのだと身体に教え込まれた。

　エヴェリーナには初めてのことばかりで、自分の身に起こったことが受け止めきれず、ただ奔流に耐えることしかできない。

　せっかく取り戻したはずの冷静さなど、とうにどこかへ消え去っていた。

「ルゥ……、もう、おねがい……っ」

　腹の奥が切なさにうずいている。これ以上、耐えられる気がしなかった。さっさと治療を終わらせ、この悦楽から逃れたい。

「もう、よいのか？」

　つい先ほどまで、ぐったりとしていた男とは到底思えない艶やかな表情を、エヴェリーナは息をのんで見つめた。

　本音を言えば、どれほど時間をかけても、到底心の準備はできそうにない。けれど、それをしなければルドヴィークを救えないのであれば、やるしかない。

　エヴェリーナは避妊のための魔導を発動させた。

『水・隔』

　深呼吸をして今一度、勇気を奮い起こす。

「……準備できました。どうぞっ……！」

「リーナ、……かわいい」

　ルドヴィークは素早くエヴェリーナの唇を奪った。

　激しく、深い口づけに意識がぼうっとしてくる。

　口づけとともに流れてくる彼の魔力に、彼女の体温が上昇する。

　足が大きく開かされ、彼の身体が割り込む。

　ルドヴィークの大きな手が、腰を掴んで引き寄せる。

　熱くて、しなやかなソレが蜜口に宛がわれた。

「く……ぅ」

　ぐぷりと音を立てて、指よりもはるかに太いものが、ゆっくりと彼女の内部に侵入する。

　ぱちぱちと目の前に、白い火花が散った。

「あ……ぁ！　ルゥ……っ！」

　これまでとは比べ物にならないほどの衝撃が全身を貫く。それでも、しっかりと蕩けるまで解されたそこは、さほどの抵抗を見せずに剛直を飲み込んでいく。

　エヴェリーナは無意識に雄芯を締め付けた。

「リーナっ……！」

　ルドヴィークはなにかに耐えるように、ぎゅっと彼女を抱きしめた。

「まだ、破瓜までは至っていない。少し、痛みがあるかも、しれぬが、許せ」

　ルドヴィークがぐっと腰を押し付ける。

「ん……、は、あぁ……」

　圧迫感が増した。

　ルドヴィークの剛直がわずかな抵抗を押しのけて進むと、わずかに痛みが走る。だが、刹那の痛みは、すぐさま快楽に塗り替えられる。

　切なさが埋められていくけれど、決定的ななにかが足りない。

「ルゥ……、ルゥ……！」

　エヴェリーナはそれを無意識に求め、ルドヴィークにしがみつく。

「だめだ。もう少しだけ、我慢せよ」

「おねがい、もぅ……おかしく、なりそう……」

「おかしくなったそなたを、見せるのだ」

　ルドヴィークが宥なだめるように口づけを与える。

「っは、う、んんっ……」

　エヴェリーナには永遠とも思われるほどの時間をかけ、先端が最奥へと到達した。

　隙間なく彼で埋め尽くされ、腹の奥の切なさが満たされる。

「ルゥ……」

「動くぞ」

　ルドヴィークは軽い口づけを落とすと、ゆっくりと腰を動かし始めた。

「あ、あぁ……ん」

　背筋を快楽がぞわぞわと這い上がる。強すぎる感覚に、涙が勝手にこぼれた。

　エヴェリーナの役目は、ルドヴィークが達した瞬間に魔力を彼に一気に注ぎ込み、魔力回路を修復することだ。

（こんなことじゃ、だめ。ルゥを助けないと）

　エヴェリーナは気力を振り絞った。
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「魔力回路を、修復……する準備として、魔力をルゥに、っ、あ……。ルゥ、待って！　まだ動かしちゃ、だめ」

「無理だ。気持ち良すぎて、腰が止まらない」

　ルドヴィークの抽送に、意識を奪われそうになる。

「あと、少しなのっ……」

「わかって、いる。頼むっ」

　ルドヴィークは苦しそうにしながらも、彼女を気遣い、ゆっくりと抜き差しを繰り返した。

「……はいっ」

　エヴェリーナは練り上げた魔力をルドヴィークの魔力回路に流し込む。その量は以前、治療のために流した魔力とは桁違いに多い。それでも、最終的に流さなければならない量よりも、かなり少ない。

「……っく、あ、まだ……か？」

　ルドヴィークが苦しそうに顔を歪める。

「あとすこし、我慢……して」

（お腹から心臓、腕……。そして首から頭へ。もう一方は、お腹から足先へ。全身に流さないと……！）

　エヴェリーナはつながった部分から、絶え間なくもたらされる快楽に耐えながら、どうにか魔力を循環させる。

　上半身と下半身をそれぞれ巡らせた魔力を一つにまとめ、更に全身を巡らせる。

「リーナっ！」

「だめです。あと……すこしっ……」

「もう……っ」

　達した瞬間に流すための道標となるべき魔力の流れが完成する。

「いつでも、流せますっ！」

「リーナっ！」

　ルドヴィークは箍たがが外れたように、激しく腰を動かした。

　エヴェリーナの最奥を、突き、穿ち、捏ねる。

　浅く、深く、予想のできない抽送に、エヴェリーナはただただ翻弄される。

「あ……！」

　果ては唐突に訪れた。

　エヴェリーナの最奥で、魔力が弾けた。どくどくと剛直が脈打ち、白濁を最奥に注ぎ込む。

　これまで感じたことのない熱が腹の奥に広がる。

「ぅああ、ん……、く」

　意識を飛ばしてしまいそうになる。けれど、今この瞬間を逃せば、もうこれほどの好機が訪れることはない。絶対に失敗できなかった。

　つながった部分から、一気にルドヴィークに魔力を流し込む。

（絶対に、あなたを助けてみせる……！）

　エヴェリーナの魔力がルドヴィークの全身を駆け巡った。

　最初に張り巡らせた道標に導かれ、彼女の魔力が魔力回路に沿って流れ、滞りを吹き飛ばしていく。

「っぐ……」

　ルドヴィークが低く呻く。

　苦しそうな彼の様子が気にかかったが、それよりも今は魔力回路の修復を優先しなければならない。

　エヴェリーナは、快楽に流されそうになる己を律し、ひたすらに魔力を循環させることに集中する。

（魔力回路は……大丈夫。これで……っ！）

　エヴェリーナは途切れそうになる意識の中、残った魔力を振り絞って全身に魔力を行き渡らせる。

「っ、ぐ……！」

　力の抜けたルドヴィークの身体がのしかかってくる。

　けれど、ほとんど全ての魔力を一気に使い果たしたエヴェリーナは、彼の身体を押しのけることも、支えることもできずに猛烈な眠気に目を閉じる。

「リー……ナ……っ！」

　ルドヴィークの悲痛な叫びが、聞こえた気がした。

















皇子の光












　このままでは彼女をつぶしてしまう。

　そう思ったルドヴィークは、力の入らない身体に鞭打って、どうにかエヴェリーナの横に倒れこむように身体を横たえた。

「リーナ……、眠ったのか？」

　ルドヴィークはそっと彼女の頬に手を伸ばす。

　彼女はぐったりと力を失い、ぴくりとも動かない。

　思わず彼女の胸に手を当てて鼓動を確かめる。薄い肌の下では、少し速い鼓動が確かに脈打っていた。

　ルドヴィークはどさりとベッドに身体を預け、天蓋の内側をじっと見上げた。

　身体は恐ろしく億劫だったが、かつてないほどすっきりともしていた。常に身体を蝕んでいた頭痛はなく、いつも胸やけしそうなほど溢れていた魔力が、ぴたりと身体の中に納まっている。むしろ少し餓えたような感覚さえあった。

　目を凝らせば網の目のように身体中を巡る魔力がうっすらと見えた。

「魔力とはこんなにも巡っているものだったか……」

　もはや魔力暴走を起こし、周囲を傷つけることを恐れなくてもいい。病弱な身体がいつまでもつのかと、死の影に怯える必要もない。

　家族からは病弱な身体や、魔力過多症であることを責められたことなどなかった。

　けれど、周囲の使用人や貴族たちの、ルドヴィークを非難する声は否が応でも耳に入ってきた。

　多大な魔力を持ちながら、それを感知することもできず、制御もできぬ役立たずだと、散々陰口をたたかれた。

　近しい者以外に心を開かなくなってからは、そんな謗そしりも気にならなくなった。だが、皇族であるからこそ与えられている特権や環境に対して、なにも返せていないことへの負い目もあった。

　少しだるさは残ってはいるが、頭痛も吐き気もしない、これが健康な身体だというのなら、魔力の操作や知識を習得するのも、さほど難しいことではないだろう。

　皇族としての役割を果たし、父や母の役に立つことができる。もう、なにも成せないまま死ぬことに怯えなくてもいい。

「リーナ……。そなたは私にとって名前の通りの存在だな……」

　エヴェリーナの名には光という意味が込められている。ルドヴィークにとって彼女はまさに自分に与えられた光そのものだった。

　ルドヴィークはそっとエヴェリーナを抱き寄せた。

「温かい……な」

　やわらかで、温かく、とても甘い匂いがした。彼女の存在が、自分が生きていることを実感させてくれる。

「皇子、ご無事ですか？」

　わずかに開いた扉から、ヤロシュの心配そうな声が聞こえた。こちらの状況を察してか、扉の向こう側で待機しているようだった。

「リヒャルト……」

　ルドヴィークは複雑な気分で年上の従兄の名前をつぶやいた。

　皇族としては落ちこぼれである自分を、ずっと支え、治療の道筋をつけてくれたヤロシュにはどれだけ感謝しても足りない。

　彼と完治した喜びを分かち合いたい。けれど同時に、ほんのりと上気し、情事の痕跡を色濃く残すエヴェリーナの姿は誰にも見せたくない。

　自分を導き、治療のために身を捧げることまでしてくれた、なによりも大切にしたい人。叶うことなら、閉じ込めて誰の目にも触れさせたくない。

（ああ……、だがリーナが大丈夫なのか確認するには、リヒャルトのほうが適任か……。仕方がない）

「皇子、ご無事ですか!?」

　しびれを切らしたヤロシュの声が大きくなる。

「しばし待て」

　ルドヴィークはシーツを引き寄せ、自由にならない身体に苦労しながら、どうにかエヴェリーナの裸身をしっかりと覆い隠した。

　自らの下半身を申し訳程度に隠すと、ヤロシュに許可を与える。

「よい」

　途端に勢いよく扉が開き、ヤロシュが足早にベッドに近づいた。

　ヤロシュは身体を起こそうとしたルドヴィークを制し、ベッドの横に膝をつく。

「そのままで。診察させていただきますよ？」

「私よりも先にリーナを診よ」

　自分の魔力がきちんと循環していることは、感じ取れている。ならば、優先すべきは自分よりもエヴェリーナのほうだと、ルドヴィークは強固に主張した。

「ですが！」

　皇帝の臣下としては皇子の容体の確認の方が大事なのだと、ヤロシュは食い下がる。

「くどい。リーナが先だ」

　譲らないルドヴィークにヤロシュが折れた。

「……仕方がありませんな。本当は同性の方がいいのですが……。ハーノヴァーには黙っておいてくださいよ？」

　ヤロシュはしぶしぶ手をかざし、エヴェリーナの容体を確認する。

　ルドヴィークはイライラとしながら、診察が終わるのを待った。

「どうだ、大丈夫なのか？」

「ただの魔力切れですよ。一晩ほど眠れば回復します」

「本当に、心配ないのだな？」

「大丈夫です。ああ、魔導が切れかけているな……」

『水・解』

　ヤロシュはシーツの上から下腹部に手をかざし、彼女がかけていた避妊のための魔導を解除した。

「あとは、ついでにさっぱりさせておきましょうか」

『水・流・消』

　ヤロシュはふたりの身体をまとめて魔導で洗浄した。

　一瞬身体全体が水に覆われたかと思えば、すぐにその水は消え去った。

　あっという間にべたついていた肌がさらりと乾く。

「これでいいでしょう。さあ、次は皇子の番ですよ」

　ヤロシュはようやく大人しくなったルドヴィークの身体に手をかざし、魔力の流れを確認する。

「魔力回路は……損傷なし。滞りもない。魔力量はまあ、これから増えるだろうし、十分に足りている。流石はハーノヴァー、見事だ……」

　ヤロシュが感嘆の声を上げた。

「それで、診断結果は？」

　ヤロシュはいたずらっぽくにやりと笑った。

「問題ありません。おめでとうございます。これで、魔力暴走を起こすことはなくなるでしょう」

　自分でも大丈夫だろうと思っていたが、専門家からのお墨付きに安堵する。

「助力、感謝する」

　ルドヴィークは横たわったまま、感謝を告げる。

　本来であれば頭を下げて謝意を伝えたいが、あいにくと身体は泥のように重い。

　それでも十分気持ちは伝わったらしく、ヤロシュは破顔した。

「どういたしまして。ですが、安心するには早いかと。回復訓練と魔力制御の訓練が必要であることをお忘れなく」

　魔力回路が正常になったからと言って、すぐに魔導を使いこなせるわけではないことは知っているが、少々もどかしい。

「それは……わかっている」

　憮然と答えたルドヴィークに、ヤロシュは噴き出した。

「いきなり魔導の達人になられましては、わたくしども魔導士の立つ瀬がありません。さあ、もう少しお休みください。魔力回路がなじむまではしばらく熱が出るかもしれません。エリアスを呼びますよ？」

「頼む」

　ヤロシュには感謝しているが、やはりそれ以上にエヴェリーナを他の男の目に晒したくないという気持ちの方が強い。

　父親同然のリーバルが、ぎりぎりの許容範囲だった。

「魔導省の大臣をこれ以上拘束するわけにもゆくまい。帰ってよいぞ」

　そんなルドヴィークの心情を見透かしたように、ヤロシュは人の悪い笑みを浮かべた。

「承知しました。余計なお世話かもしれませんが、遅れてきた初恋は厄介ですな……」

「初恋……だと？」

　ルドヴィークはヤロシュの口から出た言葉に、茫然とした。

「そのように見受けられましたが、違いましたか？　この離宮に寄り付くような女性はいなかったはずですし、皇子の性的指向が同性なのであればまた話は別ですが……」

「これが、恋、なのか……？」

　初めて会ったときから、彼女のことは好ましく感じていた。

　これまで引き合わされたことのある女性は、皆一様に下心満載の目でルドヴィークを見つめていた。ルドヴィークの美貌や、皇子という地位に対する欲望のこもった視線ばかりでうんざりしていた。

　だが、エヴェリーナにはそれがない。ただ美しいものを、ありのままに美しいと見つめる。そんな彼女の媚びを含まない視線は、ルドヴィークにとって得難いものだった。

（そうか……、これが恋という感情か……）

　ずっと人を遠ざけ、心を殺してきたルドヴィークにとって、初めての感情だった。

　恋を自覚してしまえば、途端に気になることがあった。

「リーナに恋人は？」

「そこまで詳しく部下の個人的なことは把握していない、と言いたいところですが。いないと言っておりました。まあもしも、仮にいたとしたら、流石に可愛い部下を差し出したりはしませんよ？」

　ヤロシュはからかうような笑みを浮かべた。

「リヒャルトは……リーナのことを可愛く思っているのか？」

　もしこの年上の従兄が恋敵となるなら、かなり分が悪い。現時点では、彼ほどの立派な体躯も、宮廷内での影響力や、経済力もルドヴィークは持ち合わせていないのだから。

　ルドヴィークは祈るような気持ちでヤロシュの返事を待つ。

「そりゃ、妙齢の女性ですし、顔だって可愛いとは思いますが、あくまで部下としてしか扱っていません。あれが私のところに来てから二年ほどが経ちますが、いまだに名前を呼び合うような仲でもありませんし……」

「本当か？」

　ルドヴィークはヤロシュの真意を探るようにじっと目を見つめた。

「はい」

　そう言われてしまえば、彼の言葉を信じるしかない。

「そうか。ならばよい」

「では、失礼します。皇帝と皇妃には私からご報告申し上げます」

「頼む」

　ヤロシュが恭しく一礼すると、立ち去る姿を見送って、ルドヴィークは目を閉じる。

　ここまでなんとか気力で持たせてはいるが、かなり疲れを感じていた。

「失礼いたします。皇子……」

　ヤロシュと入れ替わるようにしてリーバルが現れる。

　ベッドの脇に気配がするが、そのまま動かない。

　ルドヴィークが顔を上げると、リーバルは感極まった様子で立ち尽くしていた。

「ご無事で……」

「ああ、なんとか生き延びたらしい。こんな有様だが、もう暴走の心配はいらぬと、リヒャルトが保証してくれた」

「本当に……ようございました」

「エリアス……、ありがとう。少し休みたいが、采配を頼めるか？」

　ルドヴィークの言葉にリーバルははっと我に返り、頭を下げた。

「承知いたしました」

　リーバルは余計なことは言わず、黙々と散らばった服を片付けると、カーテンを閉め、休みやすいように調える。

「のちほど、食事の準備ができましたらお声をかけさせていただきます」

「ああ」

「皇子、……本当におめでとうございます」

「ああ……。リーバルにも色々と迷惑をかけた。本当に、感謝している」

　ここまで生きながらえることができたのも、リーバルの助けがあればこそだった。

　リーバルに対しては、借りが多すぎて返しきれないほどの恩を受けていると思っている。

　父や母が自分を離宮へ隔離したときも、リーバルだけは自分のそばを離れなかった。

　決して侍従と主人の関係を超えることなく、それでも慈しみをもって彼が世話を続けてくれたからこそ、今の自分がある。

「……ありがとう」

「とんでもございません。快癒されたこともそうですが、愛する方を見つけられたことを、私は嬉しく思います」

「は……？」

　ルドヴィークの虚を突かれたような表情に、リーバスは少し慌てた。

「違いましたでしょうか？」

「いや……どうであろう。リヒャルトには初恋ではないのかと、からかわれたが……」

　ルドヴィークは自分でもよくわかっていなかった。

「皇子がハーノヴァー様と一緒の時は、いつも表情が豊かでいらっしゃいます。ようやく心の内をお見せになれるお相手が見つけられたのだと、わたくしは喜んでおります」

「お前の目にはそう見えていたのか？」

　ルドヴィーク自身には、エヴェリーナの前で表情が変わっている自覚はなかった。リーバルの目にはそんな風に映っていたのかと思うと、少々面映ゆい。

「恐れながら、そう拝察します」

「そうか……」

「失礼いたします」

　リーバルが去ったあと、ルドヴィークは隣で眠るエヴェリーナを背後からそっと抱きしめた。

　思い返してみると、自分はすべてを諦めかけていたのだと気づく。

　離宮に追いやられ、暴走しかねない魔力を持つ皇子に近づく者は無きに等しい。たまに近づいてくる者といえば、欲にまみれた者ばかりだった。

　そんな環境にうんざりしていた。ならば最初から期待しなければいい。期待すれば裏切られるだけだ。誰かに愛してほしいなどと期待してはいけない。

　自分の世界には、ヤロシュとリーバルがいればそれでよかった。そうしていつの間にか、なにかに感動したり、執着したりすることはほとんどなくなった。

　けれどエヴェリーナと出会って、ルドヴィークは変わった。

　ただ強がっていただけなのだと。傷つくことを恐れ、手に入らないのならば最初からなかったことにすればいいと、すべてを諦め、殻に閉じこもっていた臆病者であったと気づいた。

　だが、手を伸ばせば、手に入れることができるかもしれないという、希望をエヴェリーナが与えてくれた。

　抱きしめた腕の中のぬくもりに、自分が人肌に飢えていたのだと自覚する。

　この柔らかく、華奢な肢体のどこに、あれほどの魔力を秘めていたのだろうか。魔力回路の滞りとともに、ルドヴィークの苦悩も一緒に吹き飛ばしてくれた女性。

　ルドヴィークはうなじに顔をうずめ、彼女の香りを深く吸い込んだ。

（これが……満たされると、いうことなのかもしれぬ……）

　このままずっと彼女と一つになって溶けてしまいたい。そんな埒もない妄想さえしてしまう。

「リーナ……。愛を知らぬ男においしい餌を与えてしまったが最後、なにもかも奪い尽くすまで満足するということがないのだと、あきらめたほうがよいぞ？」

　ルドヴィークは白皙の美貌に壮絶な笑みを浮かべた。

　彼女がもしその表情を見ていたら、きっと裸足で逃げ出したに違いない。

　ルドヴィークは彼女を抱きしめたまま、押し寄せる睡魔に幸せな気分で身を任せた。

















近すぎる距離












「……リーナ？」

「……っ!?」

　呼び声に目を覚ましたエヴェリーナは、声にならない声を上げる。

　目の前には、信じられないほどの美貌が迫っていた。

（あ、そっか……、私、魔力切れで気絶したんだ。そんなことより、ルドヴィーク様の魔力回路！）

　エヴェリーナは素早く彼の全身に目を凝らす。

（うん、魔力回路は正常だし、魔力も安定してる。よかったぁ……）

　ぱっと見たところ、ルドヴィークの魔力はあふれてもいないし、滞りなく巡っている。

　ほっとした途端、彼の目がすわっていることに気づく。

「あの……、ルドヴィーク……様……？」

「リーナ、ルゥと呼んでくれる約束はどうした？」

　にこりと微笑んだ表情の裏に、有無を言わせぬ意志の強さを感じ取ったエヴェリーナは、顔をひきつらせた。

（これは、逆らっちゃダメなやつだ）

「……ルゥ、おかしなところはありませんか？」

　それでもまともに彼の顔を見られず、目を伏せる。

「これまでにないほど快調だ。ありがとう、リーナ」

　ルドヴィークは素早く顔を近づけたかと思うと、額にちゅっと音を立ててキスをした。

「あ、あのっ!?」

（なに、今の、キス？　なんで？）

　顔を真っ赤にしてうろたえるエヴェリーナに、ルドヴィークは考える暇を与えない。

「ずいぶんとよく眠っていたので、起こすのは忍びなかったのだが、食事の準備ができたそうだ。夕食と言うには少し遅いが、さすがに朝まで腹をすかせたままというのも、申し訳ないのでな」

「あの、その、ありがとうございます」

　魔力を使い切ったのは、久しぶりのことだった。魔力切れ特有のだるさと飢餓感がある。

　身体を動かした瞬間、下腹部に鈍い痛みが走った。

（そうだ、私この人に抱かれたんだ……。って、なにも着てない！）

　エヴェリーナは慌ててシーツを引っ張り上げた。

「あ、あの、その辺にローブはありませんか？」

「ああ、あれなら汚れていたのでエリアスに洗濯を頼んだ。なにか見繕ってこよう」

「よ、汚れ……」

　汚れた経緯に思い至ると、それに付随するいろいろなことを思い出してしまう。いたたまれなさに、エヴェリーナはシーツの中で身を縮めた。

　ルドヴィークの気配が遠ざかり、少しだけ落ち着いて考える余裕ができる。

（これからいったいどんな顔で接すればいいの？　ああ、だけど治療は成功したんだし、別に会う必要は……なくなっちゃう……のか）

　胸のあたりがうっすらと寒いような、なんとも言いようのない気持ちになる。

　ふと気づけば、彼の気配が戻ってきていた。

　ナイトローブが差し出される。

「このようなものしかなくてすまない。次までにはきちんと用意しておこう」

（ええっと、もうルゥの治療は終わっているのだし、私はお役御免なんだけど……）

　エヴェリーナは首を傾げた。

「次……？」

「は？」

　ルドヴィークが愕然とした表情になる。ナイトローブを持っていた手が力なく下りた。

「あの……、だって、もう魔力回路の滞りは解消されていますよね？」

「それはリヒャルトが保証した」

（うわー、もしかしてヤロシュ様に裸を見られたってこと？　いや、待って？　避妊用の魔導が消えてるのって、もしかしなくてもヤロシュ様の仕業……？　というかたぶん身体を洗ってくれたのも？　もう、いやだ。恥ずかしすぎる。穴があったら入りたい……）

　考えだすときりがないので、ヤロシュのことはとりあえず棚上げにすることにした。

　エヴェリーナは胸に走ったわずかな痛みを無視して、下手くそな笑みを作る。

「でしたら、私の役目はこれで終了ですよね？」

「リーナ」

　ルドヴィークの表情が険しくなったかと思うと、ベッドに横たわる彼女の両脇に手を突いて、逃れられないように覆いかぶさってきた。

「る、ルゥ？」

「そなた、私を見捨てるつもりか？」

「えっ？　そんな……、見捨てるだなんて」

「そうであろう？　魔力の滞りがなくなっただけで、まだまだ魔力制御の訓練が必要だというのに、師であるそなたがお役御免だと言うのは、見捨てるのとどう違うのだ？」

　近すぎるルドヴィークの顔に、心臓のバクバクが止まらない。

　エヴェリーナは彼の顔を直視できず、視線を逸らした。

「リーナ……？」

　ルドヴィークが耳元で囁いた。

　その滑らかな声に、エヴェリーナは最中のことを思い出し、ぎゅっと目をつぶった。

「私から、離れたりなど、しないな？」

　低く、押し殺したようなささやきに、彼女は頷くことしかできなかった。

「は……い」

「ならば、よかろう。では、契約の印だ」

　ルドヴィークはそう告げると、彼女の顎先を長い指で捕らえ、いきなり己の唇で彼女のそれを塞いだ。

「ん……、あ……、ル……ゥ」

　いきなりのキスに、エヴェリーナは抵抗できず彼の舌を受け入れる。しっかりと顎がつかまれていて、逃れられない。

　舌を絡められ、流し込まれた唾液を思わずごくりと飲み込んでしまう。

　身体の奥にじりじりとした熱が点った。

「皇子、お食事をお持ちしました」

　部屋の外からリーバルの声がした。

　ルドヴィークが渋々口づけを解き、手を離す。

「仕方がない。着替えて、食事にしよう。エリアス、しばし待て」

　エヴェリーナは差し出されたナイトローブに袖を通し、しっかりと身体に巻き付けた。

「エリアス、入ってよいぞ」

　リーバルが食事の乗ったワゴンを押して入室する。

「夜分遅いので、軽めのものを用意いたしました」

　リーバルはベッドの脇に手際よく食事の準備を調えると、すぐに部屋を立ち去る。

　感情を交えない事務的なリーバルの態度に、エヴェリーナはほっとしていた。

「さあ、なにがよい？」

　ルドヴィークがワゴンの上を示した。カトラリーを手にしており、彼女に食べさせるつもりらしい。

　大皿の上には綺麗に盛り付けられた冷菜が並び、温かそうなスープやパンが用意されている。

「あの、ルゥ。自分で食べられます」

「リーナ、そなたはかなり疲れているはずだ。ゆっくりと休まなければ、魔力も回復しないであろう……？」

　確かに使い果たした魔力が回復するには、十分に休養する必要がある。だが、果たして食べさせてもらうことが、回復に影響するかと言えば、否だろう。

　それに疲れているのはルドヴィークも同じだ。むしろ彼の方が疲れているはずだ。

　断りを口にしようとしたエヴェリーナは、ルドヴィークの顔を見つめた。

　顔こそ笑っているが、目は決して笑っていない。

　逆らうことを許さない彼の目に、エヴェリーナは早々に抵抗を諦めた。

「では、あの、スープを」

「承知した」

　ルドヴィークはにこりと笑みを浮かべ、スープをすくって彼女に差し出した。

　エヴェリーナが遠慮がちにスプーンに口をつけると、彼の笑みが深まる。

　彼女は恥ずかしさを堪えながら、彼の手を借りて料理を腹に収めた。どれもこれもとてもおいしく、普段食べている料理とは比べ物にならない。

　ふたりでほとんどの料理を平らげた頃には、かなりお腹がいっぱいになっていた。

「ふぁ……」

　エヴェリーナの口からあくびが思わずこぼれた。魔力が足りないせいかやたらと眠い。

「ふふ……。私も眠い。朝まで共に眠ろう」

　ルドヴィークが背後からエヴェリーナを抱き寄せる。その仕草は恐ろしく自然で、彼女に逃れる隙を与えない。

「あの、私がいるとルゥがゆっくり休めないと思うので、別のお部屋を用意していただくわけには……、はい、言いません」

　言葉を紡ぐたびにルドヴィークの表情が険しくなっていくのが、顔を見ていなくてもわかった。

「わかればよい」

　ルドヴィークに抱きしめられると、心地よい魔力が流れてくる。調和のとれた魔力の流れは、まるで彼の身体が自分の身体と一体となったような錯覚に陥る。

　森のような彼の香りに包まれると、どきどきすると同時に安心してしまう。

　目をつぶると、エヴェリーナはあっという間に眠りに引き込まれていった。

















百八本の薔薇












　結局、エヴェリーナはルドヴィークの願いを拒むことができないまま、師として離宮に通う日々がふた月ほど続いていた。

　今日は二週間ぶりの訪問だった。

　秋の収穫祭を迎え、エヴェリーナも魔導省の職員として繁忙期に差し掛かっていた。そのため、なかなか魔力制御の授業の時間を確保することが難しい。

　また、ルドヴィークも少しずつではあるが、公務に参加し始めているらしく、なかなか予定が折り合わない。

　エヴェリーナの乗ってきた馬車が車寄せに停まる。

（久しぶりにルゥに会える……）

　馬車を降りる彼女の足取りは、自分でも気づかぬうちに弾んでいた。

　珍しく、車寄せには他の馬車が停まっていた。

　エヴェリーナは足早に馬車の横を通り過ぎる。

　紋章がついてないために、どこの貴族の物かはわからないが、かなり仕立てのよい馬車の隣には兵士まで立っている。離宮に来客の姿を見るのは初めてのことだった。

　今日の授業は無理かもしれないと思いつつ、エヴェリーナは来訪を告げる。

　リーバルが恐縮した様子でエントランスに現れた。

「お出迎えが遅れて、申し訳ございません」

「ええと、お忙しいのであれば日を改めます」

「いえ、とんでもございません。皇子が心待ちにしておいでましたので。予定外の来客で少々ごたついておりますが、しばらく客室でお待ちいただければ幸いです」

　紋章のない馬車は、かなり上位の貴族のものだったのだろう。だとすれば、エヴェリーナよりも来客が優先されるのは当たり前のことだ。

「もちろん構いません」

「では、こちらへ」

　エヴェリーナはリーバルのあとに続いた。

「ずいぶんと人が増えましたね」

　以前は物寂しい様子だったが、いまはあちこちに人の気配を感じる。ルドヴィークの魔力暴走を心配しなくてもよくなった影響だろう。

「はい。人手が増えましたので、手入れは行き届いてきました。ですが信頼できる者をふるいにかけるのが少々大変ですので、良し悪しと言うところでしょうか」

　リーバルが愚痴をこぼすのは珍しい。

「そうなんですね」

　リーバルはエヴェリーナを案内すると、あわただしく出て行った。

　案内された客室は、何度かルドヴィークの授業を行ったことのある部屋だった。

　思いもかけず手持ち無沙汰になってしまった。

　ふと辺りを見回すと、庭へと続く扉が目に入った。しばらくの間ならば、庭を見ても構わないだろうと、エヴェリーナは立ち上がる。

　しっかりと手入れが行き届いた庭は、美しかった。赤や黄色に色づいた木々の葉が、目を楽しませてくれる。

　奥のほうには温室らしき建物も見える。

　ふと、人の声が聞こえてきた。

「ほんと、皇太子フィーリウス・レーギスがいらっしゃるなんて……」

「なんのために……？」

　おそらく使用人の噂話なのだろうと、その場を離れようとしたエヴェリーナだったが、皇太子という言葉に思わず足を止める。

　車寄せに停まっていた馬車が皇太子のものであったのならば、近衛兵が守っていても、なんの不思議もない。

　エヴェリーナは咄嗟に木陰に身を隠し、耳を澄ませた。

　どうやらメイドたちが数人、休憩中のようだった。

「縁談をもっていらしたみたいよ？」

「え、皇子は結婚されるの？」

　エヴェリーナはぎくりと身体を強張らせた。

「ああ、やっぱり？　妃殿下を迎えるとなると、また忙しくなりそうね」

（やっぱり……そうなるんだ）

　エヴェリーナは予想していたよりも衝撃を受けていることに自分でも驚いた。

　ルドヴィークも二十五歳を過ぎている。魔力暴走のことさえなければ、とっくに結婚していてもおかしくない年齢だ。

　好意を示す決定的な言葉を、彼の口から聞いたことはない。

　けれど、まるで恋人を見つめるような甘いまなざしと、彼の優しい指先を思い出す。

　彼が無邪気に触れてくるたび、エヴェリーナはどうしようもなく喜びを感じた。同時に、とてつもない罪悪感を。

　彼は借金返済のために治療を引き受けたことを知らない。

　ルドヴィークと身体をつなげ、彼の魔力回路を治療したのは、もちろん彼を助けたい気持ちもあったが、借金を完済できるという下心があってのことだった。

　それを隠して、命の恩人面で彼と接することが苦痛だった。

　胸の奥がぎしりと軋む。

　いつかは彼に縁談が来ることは予想していた。少なくとも、彼女がルドヴィークに対する指導を終えるまでは大丈夫だと、勝手に楽観的に考えていた。

（だけど、そんなことわかっていたはずでしょう？）

　ルドヴィークにとっては命の恩人で、恩義を感じてくれてはいるだろう。けれど彼を助けたのは、エヴェリーナにとっても利があったからだ。

（でももう、このあいまいな関係も終わる……）

　ルドヴィークの魔力制御は、ここひと月ほどでかなり安定してきており、エヴェリーナが離宮へ通う必要もじきに無くなる。

　魔力暴走の心配がなくなれば、彼は皇族としてなんの不備もない。ましてや、皇子妃レーギーナを迎えるとなればなおさら、エヴェリーナがルドヴィークと接する機会はなくなるだろう。

　彼の感謝の気持ちにつけこむような真似をした自分に、傷つく権利などないのだ。

　そうわかってはいても、胸が苦しい。どうしてか、息が止まりそうなほど苦しくて、消えてしまいたいほどつらかった。

　エヴェリーナはふらふらとした足取りで、どうにか客室に戻った。

　久しぶりにルドヴィークに会えると喜んできたのが、馬鹿みたいに思えてくる。

（今日はこのまま帰ろう。こんな状態でルゥと顔を合わせるなんて無理だ）

　エヴェリーナは力なく歩き始めた。

　帰る向かう途中で出会った侍従見習いらしき男性に、体調不良のため帰ると伝言を残し、魔導省に戻る。

　執務室へ足を踏み入れると、ヤロシュと鉢合わせした。

「んん？　今日は離宮じゃなかったか？　それにどうした、ひどい顔色だぞ？」

「いえ、あの……」

　顔を合わせる前に指導を放り出して帰ってきたとは言い辛く、エヴェリーナは口ごもる。

「時間はあるんだろう？　ちょっと、顔を貸せ」

　ヤロシュは会議室に彼女を連れ込んだ。彼は少々行儀悪く、机に寄りかかった。

「なにがあった？」

「いえ、特になにも」

　エヴェリーナはヤロシュの前に立ったまま答えた。だがその返事は早すぎたらしい。

「嘘つけ。なにもないって顔じゃないぞ。今にも泣きそうだ。皇子になにか無体なことでもされたか？」

「まさか！」

　エヴェリーナは慌てて否定する。

　意外と気の付くヤロシュを相手に、隠し通すのは無理だと悟って、エヴェリーナは口を開いた。

「ただ……、皇子が結婚されると聞いて……」

「それでそんな顔をしているのか？」

　ヤロシュの顔に驚きはなかった。

　自分だけが知らなかったことに、エヴェリーナは更に落ち込んだ。

「別に、私は一時的な魔導の指導者でしかありませんから……、教えてもらえなかったからといって、こんな風に疎外感を感じるのは間違っているとは思うのですが……」

「ん？　ちょっと待て。どうやって知った？」

　ヤロシュは戸惑っていた。

「あの、メイド達の噂話を聞いてしまって……、その……盗み聞きするような形になって」

「なるほど。じゃあ、誰が結婚相手なのかは知らない……と」

「はい」

　ヤロシュはあきれたように溜息をこぼした。

「それでか……。わかった。で、おまえはどうしてそんなに落ち込んでいるんだ？」

「どうしてでしょうね。自分でもよくわからないんです……。ただ、やっぱり私じゃダメなんだって……」

　何度も触れられて、勘違いしてしまったのだ。もしかしたら、彼に愛されているのかもしれないと。

　愛称で呼ぶことを許す相手は、恋人や伴侶、そして家族くらいだ。

　ルドヴィークを愛称で呼び、自分の名前を愛称で呼ぶことを許したのも、勘違いを助長させてしまったのだ。

（そっか、私はルゥに愛されたかったんだ。ルゥのことが好きなんだ……）

　いつの間にか彼に恋をしていたことに、エヴェリーナはここに至ってようやく気付いた。

　傷つくのが怖くて、気づかないふりをしていた。

　エヴェリーナは彼にとっての仮初かりそめの魔導の師でしかない。皇子の隣に立つのにふさわしい貴族の娘でもなければ、なにより彼から想いを告げられたこともない。

　彼と自分では住む世界が違いすぎる。

　もっと以前に彼に惹かれていることに気づいたら、平然とそばにはいられなかっただろう。それにもし、この先彼のそばにいることを許されるとしても、それは恋人や伴侶と言う関係ではなく、愛人としての立場しか許されないだろう。

　恋愛についてあまり考えたことのなかったエヴェリーナでも、流石に愛人は嫌だった。

　誰かと愛する相手を分け合うなんて、耐えられない。

　高位の貴族ならば、政略として受け入れられるように、教育されているのだろう。高貴な人にとっては愛人を囲うことが当たり前なのかもしれなかったが、平民同然に育ったエヴェリーナには無理だった。

　自嘲を込めてつぶやく。

「勘違いしてしまったんですよね。皇子の治療のためとはいえ、身体の関係を……もってしまったから」

「ハーノヴァー、それは俺がお前に依頼したことだ」

　ヤロシュがすぐさま否定する。

　エヴェリーナは首を横に振った。

「いいえ。それでも私が選んだことです。あの方から好きだと言われたわけでもないのに……期待してしまった私が、バカだったんです」

　彼から決定的な言葉はなにひとつなかった。

　そして彼が結婚することさえ知らされていなかったのだから、それを知らせる価値もないと思われているのだと、思うほかない。

（せめて友人くらいには思っていてほしかった……なぁ……）

　エヴェリーナはふと頬が濡れていることに気づいた。

　涙があとからあとから零れて、頬を伝う。泣き顔を上司に見られたくなくて、顔を伏せる。

「あの、バカ……」

　ヤロシュは頭に手を当て、天を仰いだ。

「バカですよね。本当に……」

　ヤロシュの言うとおりだ。

「そうじゃない。が……、俺からいうのも違うだろうし……。なあ、ハーノヴァー」

「はい」

　エヴェリーナはうつむいたまま、返事をした。

「皇子から離れてみるか？」

「どういうことですか？」

　涙に濡れた目で彼を見上げる。

「交換留学の話が隣国からあってな……、お前なら能力に問題はないし、気分転換にちょうどいいかもしれないと思ってな」

「留学……ですか」

「ああ。別にこの国から離れられんというわけでもないだろう？」

「まあ……、そうですね」

　ヤロシュからの特別報酬として借金を完済できたことを、父親はひどく恐縮していた。これは自分が作った借金なのだから、エヴェリーナが返す必要はないと、どうにか彼女の意思を翻させようと言葉を重ねた。

　けれど、すでに公爵家から支払いは終わってしまっているし、ここまで男手一つで彼女を育ててくれた父親に対する、せめてもの恩返しだと言って、強引に納得させた。

　その際に父が自分のことは気にしなくていいと、自分の人生を好きに生きろと言ったことを思い出す。

（そうか……。この国にいなきゃいけない理由は、もうないんだ……）

　けれど、これはある意味いい機会だったのかもしれない。

　借金返済のため、がむしゃらに働いてきたけれど、この辺で少し落ち着いてゆっくりと将来について考えるべき時がきているのではないか。

「それも、いいかも……しれませんね」

「別に今すぐ決めろと言っているわけじゃない。よく考えて返事をしてくれればいい。ただ、おまえには、いろんな選択肢があることを知っていてほしかった」

　エヴェリーナはヤロシュに深々と頭を下げた。

「いろいろとありがとうございます。少し考えてみます」

　ヤロシュの下で働くのは大変だが、それ以上に彼の元での仕事は働き甲斐があり楽しかった。






　あれからエヴェリーナは離宮を訪れることができずにいた。留学についても考えるとは言ったものの、どうすべきなのか答えは出ていない。

　ルドヴィークには、もう魔導制御の指導は必要ないことを、ヤロシュを通じて伝えてもらった。

　師を降りることはあっさりと了承され、エヴェリーナは拍子抜けした。

（ルゥは離れるなって、言ったのに……）

　自分から申し出ておいてのことだったが、了承されるとやはりその程度の存在だったのかと、傷ついてしまう。

　エヴェリーナは魔導省にこもりきりでひたすら仕事に打ち込んだ。

　そうすればルドヴィークのことを考えずに済むからだ。

　一目でいいから会いたい。けれど、彼が自分の知らない誰かと結婚する準備を進めているのだと思うと、胸が切なく痛む。会いたいけれど、会ってしまえばこの想いを忘れることができなくなる。

　エヴェリーナは前に進めないまま、ただ日々を過ごすしかなかった。

　そうして数日が過ぎた。その日、嵐は突如として人の形をしてやって来た。

　真っ赤な薔薇が、エヴェリーナの眼前を塞いだ。

　仕事中の執務室にあるはずのない光景だった。

　深紅の薔薇を差し出している主の顔を確かめ、エヴェリーナはさっと青ざめた。

　ばくばくと心臓がものすごい勢いで脈打つ。

「ルゥ！」

　いま一番会いたくて、会いたくない人の顔だった。

　弾かれたようにエヴェリーナは立ち上がった。そのまま逃げようとしたが、手を捕まえられて叶わない。

「リーナ、待て」

　ルドヴィークの少し怒ったような表情と、押し殺したような低い声に、逃亡は無理だとエヴェリーナは悟った。

「逃げないので、手を放していただけますか？」

「約束するか？」

「はい」

　ルドヴィークはしぶしぶといった態で手を放した。

　彼の手が離れたことで、エヴェリーナは少しだけ落ち着くことができた。

　久しぶりに見る彼は、少しやつれたようだった。魔力過多症が完治してからは、やせていた身体に肉も付き、しっかりとしてきていたのだが、これでは逆戻りだ。

　思わず心配する言葉をかけようとして、師を降りた自分にはもうそんな権利もないのだと、口をつぐんだ。

　代わりに、努めて冷静に問いかける。

「それで、どのような御用でしょうか？」

　彼はずい、と薔薇を差し出した。

「これを。百八本ある」

　濃厚な薔薇の香りが辺りに広がる。

「えっと、百八という本数になにか意味が？」

「結婚してほしいという意味だ」

　エヴェリーナはルドヴィークがなにを言おうとしているのか、全くわからなかった。

「結婚……ですか？」

　差し出された薔薇と、結婚が自分にどう関係するのかが、わからない。

「そうだ」

「それは、もしかして私に？」

「そなた以外にいるはずがなかろう！」

「えええぇ？」

　エヴェリーナはひとり大混乱に陥っていた。

　終業時間はとっくに過ぎていて、近くに人がいないのは幸いだった。

「えっと、もしかしてですけれど、ルゥは私に求婚しているんですか？」

「そうだ。受け取れ」

　ルドヴィークが薔薇の花束をぐいぐいと押しつけてくる。

「いえ、ちょっと待ってください。どうしたんです、突然」

「リヒャルトから、そなたが私を捨てて他国へ行くと聞いた。本当か？」

「それは……、そういったお話があるのは事実ですけれど……」

　まだ返事はしていない。けれど、ルドヴィークの近くにいると、彼への想いを忘れることができない。ならば、他国へ行ったほうがいいのではないかと思い始めていた。

「だめだ。絶対に行かせぬぞ」

「なぜです？」

「そなたが好きだからだ」

（まさか）

　エヴェリーナの息が一瞬止まった。

　胸の奥で、瀕死の状態で打ちひしがれていたかすかな希望が疼きだす。けれど浮かれてはいけない。彼は知らないのだから。

「それは勘違いですよ」

「勘違いとはなんだ？」

　ルドヴィークが憮然とした表情を浮かべる。

「私がルゥの命を助けたから、恩を感じているだけです」

「恩を感じているのは間違いないが、それだけで結婚までしようとは思わない。リヒャルトに叱られた。言葉が足りないと。私としては、態度で愛を伝え、そなたの愛を乞うていたつもりだったが、確かに言われてみれば、言葉に出しては伝えていなかったと気づいた。それゆえこうして求婚しに来たのだ」

「えっと、本当にちょっと待っていただけますか？」

　落ち着いて、彼の言葉の意味を考えたい。

　けれど、ルドヴィークはそんな隙を与えてはくれなかった。

「待てぬ。それで、返事は？」

「返事って……そんなこと、急に言われても……」

「まあ、断ったとしても、逃すつもりはない。リーナ、愛している。私と結婚せよ」

　ルドヴィークの直球の愛の言葉に、エヴェリーナの顔に血が上る。

　胸の鼓動がうるさいほど音を立てている。

　けれどやはりまだ彼の言葉を、素直に受け取ることはできない。

「って、だって私はただの魔導士ですよ。皇子の結婚相手として、相応しくありません！」

「魔力の多い者、魔導が強い者がこの国を支えている。そなたほどの魔力があれば、身分などささいな問題でしかない」

「いえ、大問題でしょう。貴族の子女としての教育はほとんど受けていませんし……」

「私が教えるので問題ない。そなたは優秀なので、すぐに覚えるだろう」

「皇族に加わったとしても、なにもできませんよ」

「私だってろくに公務をこなしていないが、なんとかなっている。さほど期待もされていないので、問題ない」

（問題がないはずがないでしょうに……）

「もう純潔ではありませんし……」

　さほど純潔が尊ばれる国柄ではないが、皇子の妃が純潔ではないとなれば、子供ができたときに疑われる理由になり得る。

「相手は私だ。問題ない」

　ルドヴィークがすぐさま言い返す。

　エヴェリーナは一番言いたくなかったことを、言うしかないところまで追い詰められていた。

　胸の痛みをこらえながら、口を開く。きっとこれを告げれば彼に失望されるに違いないと思う。けれど、それくらいしか彼を思いとどまらせる言葉が見つからなかった。

「……そもそも、私がルゥの治療をしたのは、借金を返すためです」

「そのことなら、とうに知っている」

「は……？」

　息が一瞬止まった。彼はなんと言った？

「逆にそれくらいのことがなければ、そなたも私の治療をしようとは思わなかっただろう。借金があったおかげでそなたに出会えたのだから、感謝しているくらいだ」

「そんな……」

（ルゥは知っていた？　私の浅ましい動機を？　嘘。なら知っていてどうして……私なんかを好きだと？）

　エヴェリーナは大混乱に陥っていた。

「疑っているな？　だが、本当だ。そなたに犠牲を払わせてでも、命をつなげたいと思う私の方が、よほど浅ましいと思うぞ？」

　ルドヴィークは自嘲の笑みを浮かべている。

「そんなこと、ありません」

　エヴェリーナは力強く断言する。生きたいと願う本能を、浅ましいなどと思うはずがない。

「私も、幼い頃に魔力過多症であったとお伝えしたかと思うのですが……」

「ああ、覚えている」

「私もルゥと同じように苦しみました。このまま魔力を暴走させて死んでしまうのではないかと……。すごく怖かった。そして、私を生んでくれた母もまた魔力過多症でした。最後は魔力を暴走させて……亡くなりました。あんな最後は、嫌です。だから、ルゥが死を恐れる気持ちはよくわかります。浅ましいなんて……思うはずがありません」

「そうか……ありがとう」

　ルドヴィークはほっとしたような笑みを浮かべた。

「私は確かにそなたに命を救われた。だが、それだけで愛するほど単純ではないつもりだ。そなたを知って愛おしく思った。それでは不十分か？」

　エヴェリーナはふるふると首を横に振った。

「それに離れないと、約束したであろう？」

「だって、あれは魔導の先生って意味でしょう……？」

「そんなわけがあるか。一生そなたを離すつもりなど毛頭ない。リーナ、そなたは私の光。喜びも悲しみもすべてはそなたがいてこそ。どんな時でも慈しみ、愛すると誓う。だから、一生そばにいて欲しい」

　ルドヴィークはエヴェリーナの指先にそっと口づけた。

　愛する相手にずっと一緒に居たいと言われて、喜ばない者などいるだろうか。

　指先がきゅうっと疼き、胸の高鳴りを抑えられない。

「さあ、いい加減に観念して返事を聞かせよ」

「断らせるつもりなんて、最初からないですよね？」

「当然だ。はい、以外は受け付けぬ」

　いつも皇族として気高くあろうとする彼は、ともすれば傲慢ともとれる態度であることが多い。けれど今、少し眉根を寄せた表情を見せる彼は、珍しく不安なのだろう。

　不思議と彼が可愛らしく見えてくる。

　エヴェリーナはなんだか可笑しくなってしまった。

「もう……わかりました。ルゥ、私もあなたのことが……好きです。許されるなら、あなたの光になりたい」

「リーナ……！」

　ルドヴィークは大きく目を見開いた。

「あなたの求婚をお受けいたします」

「本当か！」

　ルドヴィークは感極まってエヴェリーナを抱きしめた。

　彼が手にしていた薔薇の花束ごと彼女を抱きしめ、くるくるとその場で二度、三度と回る。

「ちょ、ちょっと、ルゥ！」

「ふはは。最高の気分だ」

「もう！」

　エヴェリーナはルドヴィークの腕の中で、緩みそうになる顔を必死につくろっていた。

　ほんのりと潤んだような目で彼が見つめてくる。

「本当に、本当だな？」

　エヴェリーナはしっかりと彼のアイスブルーの瞳を見つめ、答える。

「はい、あなたとずっと一緒に、いさせてください」

　どちらからともなく、ふたりの唇が近づき、重なった。

「約束だぞ？」

「はい」

　辺りには濃厚な薔薇の香りが立ち込めていた。

















あなたの光になりたい












　ルドヴィークの求婚から、半年。厳しい真冬の時期は過ぎたが、春にはまだ遠い時期、エヴェリーナはルドヴィークとの挙式の日を迎えた。

　ルドヴィークの両親である皇帝や皇妃は、反対どころか諸手を挙げて賛成してくれた。そしてエヴェリーナの父は、腰が抜けそうなほど驚いてはいたものの、賛成してくれた。

　婚儀は離宮の礼拝堂で行われ、エヴェリーナの父オレクと、皇太子だけが参列するこぢんまりとした婚儀となった。

　皇帝と皇妃も参列したいと強く希望されたのだが、警備の都合もあるからとルドヴィークと皇太子がどうにか押しとどめてくれた。

　そうして先ほど、特級魔導士のひとりでもあるヤロシュが司祭として式を執り行い、婚儀を終えたばかりだ。

　この日のために用意した濃紺のドレスは、背中が大きく開いたホルターネックで、膨らんだ袖がつながっている。腰をぎゅっと絞ったデザインは、彼女のほっそりとした腰を強調している。

　ドレスの裾にはいくつもの真珠が縫い付けられており、柔らかな輝きを放っている。

　頭にはココシュニック型のティアラをつけ、腰まであるベールを被っている。

　対するルドヴィークは、漆黒の軍服を身に纏っている。すらりとした長身にぴったりとした軍服を着た彼は、いつもにもまして雄々しく、凛々しかった。

　父と皇太子、それから離宮の使用人たちから祝福を受け、エヴェリーナはようやく結婚したのだという実感が湧いてくる。

　これでふたりの婚姻は正式に認められるものとなった。胸を張ってルドヴィークの妻と名乗れるのだ。そう思うと、エヴェリーナの唇は自然と弧を描いていた。

　昼間は少し暖かさを感じることができていたが、日が暮れるにつれかなり肌寒くなっている。

　ルドヴィークは突如としてエヴェリーナの膝裏と背中に手をまわし、いきなり抱き上げた。

「ルゥ！」

　エヴェリーナは慌てて彼の首に手を回し、しがみつく。

「さあ、ようやく初夜だ」

　あられもないルドヴィークのセリフに、エヴェリーナは彼の腕の中で顔を真っ赤に染めた。

　花婿が花嫁を抱き上げて新居の扉をくぐるのは、この国の伝統的な儀式の一つだ。

　ルドヴィークは軽々と彼女を抱き上げたまま、離宮の最奥部に向かって足早に進む。

　主寝室の前で待ち構えていた使用人たちが、勢いよく扉を開く。

　ルドヴィークは軽々と彼女を抱き上げたまま、ようやく改装が終わったばかりの主寝室の扉を通り抜けた。

　ルドヴィークのあとに続いていたリーバルは、手早く寝室の準備を整える。

「皇子、並びに皇子妃、幾久しく幸多かれ、と申し上げさせていただきます」

　リーバルはふたりを寿ことほぐと深く一礼する。

「ルゥ、下ろして」

「ああ」

　ルドヴィークはそっと床にエヴェリーナを下ろした。

「こちらこそ、これからもよろしくお願いいたします」

「はい。もちろんでございます」

　リーバルは満面の笑みを浮かべると、すぐに退出した。

　使用人の気配も遠ざかり、寝室は静寂に包まれた。

「ああ、長かった」

　ルドヴィークがため息とともに告げ、素早くキスをする。それは深く、息を奪うような激しいものだった。

「ル……ゥ……ん」

　婚約してからは、軽いキスや抱き合う程度の触れ合いはあったが、身体をつなげるまでは至っていなかった。彼と結ばれるのは、最初に彼を治療したとき以来のことになる。

　久しぶりの接触に、エヴェリーナは胸が痛くなるほど緊張していた。

「リーナ。今日はいつにも増して言葉にならないほど、美しい」

　ルドヴィークは彼女を抱きしめたまま、うっとりとつぶやいた。

「あ、ありがとう。ルゥ。あなたこそ、すごくその服、似合ってる」

「ふふ、光栄だと言いたいところだが、そろそろそなたが足りなくて限界なのだ。おいしく盛り付けられた晩餐をいただいても構わぬか？」

　ルドヴィークの瞳が野性的に光る。

　彼との結婚を待ちわびていたのはエヴェリーナも一緒だ。

「……どうぞ、召し上がれ？」

　エヴェリーナは頬を恥ずかしさに染めつつ、小さな声で告げる。

　ルドヴィークは許可が出たとたん、彼女に襲い掛かった。彼女の頤おとがいをつかみ、荒々しく口をふさぎながら、ドレスの裾に手を伸ばす。節くれだった長い指が裾をたくし上げ、ガーターベルトに包まれた太ももに触れた。
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　むき出しになった肌をなぞられて、エヴェリーナの身体から力が抜ける。慌ててたくましい彼の肩に縋り付く。

「んん……っ」

「本当に……長かった」

　ルドヴィークは顔中にキスの雨を降らせた。

　触れた部分から魔力が流れ、互いの身体を還流する。それは想定していた以上に甘美で、うっとりとエヴェリーナを酔わせた。

　まだほんの少ししか触れ合っていないのに、この調子ではどうなってしまうのかという恐れと期待が入り混じる。

　ルドヴィークは待ちきれない様子で、性急に彼女の足の間をまさぐった。彼の手が乱暴に下着にかかる。

「ルゥ……！」

　彼の手が下着の上から秘裂をなぞる。

　そこはしっとりと湿り気を帯びているのが自分でもわかった。

　エヴェリーナはいたたまれなさに、顔を真っ赤にして顔をそらした。

　指で濡れた感触を確かめたルドヴィークは、スカートをまくり上げ、彼女の足の間に顔を近づける。

「っや、ルゥ！」

　彼の手がガーターベルトの上に履いていた下着の紐にかかった。

　結び目をするりとほどき、奪われた下着には銀の糸が伝う。

　ガーターベルトに吊り下げられたストッキングをはいたままの恰好で、下着を奪われたエヴェリーナはその頼りなさに、ふるりと震えた。

「すまんが、待ちきれない」

「ああ……っ！」

　彼の指が秘められた部分に忍び込む。そこはすでにたっぷりと蜜を湛えていた。

　ルドヴィークはにやりと獰猛な笑みを浮かべた。

「すごく、濡れている。リーナも、待ってくれていたのか？」

　彼女の返事を待たずに、つぷりと指が沈み込む。

「ひぅ……ん……ぅ！」

　続けてルドヴィークは口を寄せ、花芽を花弁の上かられろりと舐めた。

　びりびりと背筋を駆け上がる感覚に、エヴェリーナは背中をしならせる。

「やぁ、魔力流さない……で、あぁ！」

「だが、魔力が混じりあわねば、子はできぬのだろう？」

　ただ触れられるだけでなく、同時に魔力を流され、むき出しになった神経に触れられるような強烈な快楽が走る。

　エヴェリーナの身体は張り詰めた弓のようにしなり、はじけた。

「あ、も……やぁ」

　はくはくと必死に口を動かし、空気を吸い込もうとするが、ままならない。

　エヴェリーナは涙目になりながら、ルドヴィークをにらみつけた。

「ルゥの、ばか……！」

　ルドヴィークは達したばかりの彼女の姿を満足そうに見やった。

　自分ばかりが翻弄されているようで、悔しい。

　ほんの少しのいたずら心が沸き起こる。彼も自分と同じように翻弄されればいいのにと。

　エヴェリーナはルドヴィークの腰に手を回し、少しだけ強めに魔力を流す。

「リーナ！」

　ルドヴィークは彼女が予想していたよりも、びくりと大きく身体を震わせた。

　先ほどまであった余裕は完全に消え失せ、そこにいたのは獰猛な獣と化したひとりの男の姿だった。

　ルドヴィークはつぼみを覆う花弁を指で押し広げると、直接舌でその部分に触れる。舐め、すすり、同時に微弱な魔力を流し込む。

「っひ、ああ……！　ううううっん」

　強すぎる快楽に、立っていることすらできなくなったエヴェリーナは、へなへなと床に座り込みそうになる。

　ルドヴィークはそんな彼女を救い上げるようにして抱き上げ、上半身だけをうつぶせにしてベッドの上に横たえた。

「ルゥ……？」

　すっかり力の抜けたエヴェリーナは、不安げに背後にたたずむルドヴィークを振り返った。スカートはたくし上げられ、すっかり臀部が彼の目にさらされている。

「我慢できない。このまま、一つに……」

「ルゥ、だめ。せっかくのドレスが汚れちゃ……！」

「今はそのようなこと、どうでもよい」

　ルドヴィークは彼女の背中に覆いかぶさるようにして、のしかかった。

　同時に彼の指が彼女のつぼみを割って、蜜壺の奥へと入りこむ。

「ああっ、ル……ゥ……」

　指が増やされ、くちゅくちゅと音を立てる。

　ドレスのむき出しになった背中に、彼の口づけが落とされる。

「あ……ぁぁ」

　そのたびにさざめくような快楽の波が訪れ、エヴェリーナはぎゅっとシーツを掴んでその甘い責め苦に耐えるしかできない。

「そろそろ、よいか……？　自分でも性急だとわかっているが、そなたに煽られたせいで我慢がきかぬ」

「だめ……って、言っても聞いてはくれないのでしょう？」

「どうしてもいやならば、私と同じほどの欲求を抱えたまま我慢してもらうことになるかもしれぬな？」

　生殺しのまま嬲なぶられる未来が見えたエヴェリーナは、即座に白旗を上げた。

「いいわ、きて」

「リーナ……！」

　ルドヴィークが前を寛げると、雄々しく立ち上がった剛直がふるりとこぼれ出た。

　すぐさま彼女の腰を抱え、背後からゆっくりと彼女の蜜壺に切っ先を埋め込んだ。

「あ、あ……んぅ！」

　しっかりと蜜をまとったそこは、きゅうきゅうと剛直を締め付けながらも侵入を許した。

　ルドヴィークが彼女の手に自らの手を重ね、ギュッと握りしめる。

　内部を押し広げられる感覚は苦しいけれど、同時に腹の奥の飢えを満たされていくような不思議な心地がする。

　エヴェリーナの眦まなじりから、ポロリと涙がこぼれた。

「リーナ、愛している。だから、泣くな」

　心配そうな彼の声に、エヴェリーナは慌てて首を横に振った。

「違うの、これは……うれしいんだと思う」

「そうか……。治療ではなく、愛しているからこそこうしてひとつになれた、それがうれしい」

　ふたりの魔力が溶け合い、触れ合った部分を通して還流する。

　それは相手の官能を掻き立てるような先ほどの物とは違う、新たな命を育むにふさわしい、歓喜に満ちた交わりだった。

「リーナ、動いても……よいか？」

　先ほどから荒い息を堪えていたルドヴィークが、遠慮がちに問うた。

「ええ、私も、あなたが……欲しい」

　エヴェリーナが答えるや否や、ルドヴィークは激しく腰を動かし始めた。

　時には激しく、時にはじらすようにゆっくりと、緩急自在に責められ、エヴェリーナはただ激しい快楽の海を漂っていることしかできない。

「ああっ、ルゥ、待……って」

「すまぬが、待て、ぬ……」

　激しい動きにびっしりと肌の上に浮かんだ汗の粒が、彼女の背に降りかかる。

　その小さな刺激さえ、エヴェリーナには甘い責め苦となった。

「あ……ぁ、もう、だめ……っ！」

　身体が張り詰め、限界が近い。

「私もっ、一緒に」

　ルドヴィークがぐっと腰を押し付けると、欲望と魔力を同時に放った。

「っく、あ、ああ」

　彼の剛直が内部で何度も脈打つのを感じた。

　最奥で魔力が弾け、エヴェリーナは一気に絶頂へと連れ去られる。

「ひああああぁ！」

　がくがくと全身が震え、視界が真っ白に塗り替えられる。

　エヴェリーナはきゅうきゅうと楔くさびを締め付けながら、忘我の境地をさまよった。

　腹の奥でぐるぐると渦巻いていた魔力は、一気に全身へと散らばる。そしてエヴェリーナから生まれた魔力が、ルドヴィークに一気に流れ込む。

「っ……く、リーナ、これ……は……ぅ」

　余りの快楽に、ルドヴィークは自重を支えきれずにぐったりと彼女の背に乗りかかった。

「ルゥ……くる、し……」

「ああ、すま……ぬ」

　ルドヴィークは力の抜けた身体を叱咤し、どうにか彼女から楔を抜き取った。放ったばかりだというのに、すでに兆し始めているそれを無視して、彼女の隣に横たわる。

　楔を抜き取った穴から、とろりと白濁がこぼれ、彼女の白い太ももを汚す。

　その光景に、ルドヴィークはごくりと唾をのんだ。

「リーナ、大丈夫か？」

「だい、……じょうぶ？」

　不安げな声に、ルドヴィークは思わず喉の奥で笑った。

「ならば、今度はもっとゆっくり楽しもう。先ほどは胸を可愛がる暇がなかったからな」

「あ、あのルゥ？　今度って、まだ、するの？」

「もちろんだ。半年以上お預けを食らっていたのだぞ。いまのは前菜といったところか？」

「あ、あの。お手柔らかに？」

「もちろんだ。我が妻よ」

　ギラリと光るアイスブルーの瞳に、エヴェリーナはふるりと震えた。

　この皇子を止められる者など、誰もいない。

　エヴェリーナは彼の肩に顔をうずめ、その感触をしっかりとかみしめた。

（ルゥ、私はあなたの光になりたい）

　エヴェリーナはそっと彼の唇に己のそれを寄せる。

　どちらからともなくふたりの唇が近づき、重なった。

　それは永遠の約束。
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